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●平成21年度　行政評価結果のお知らせ

達成率：☀ 100％以上　☁ 80％以上 100％未満　☂ 80％未満
成 果 の 方 向 性：▲成果向上を目指す　■成果維持を目指す
コストの方向性：▲増加　　■維持　　▼削減

施　　　策　　　名 達成率
仕事の達成度を測るための指標 22 年度

成果の
方向性

22 年度
コストの
方向性指　　　　　　標 目標値 実績値

のびのび育ちいきいき子育て支援の

充実

☁ 保育所の待機児童（人） 65 75
▲ ▲

☀
子どもにやさしいまちだと思ってい
る中学・高校生の割合（％） 77.0 81.7 

いきいきと暮らせる高齢者福祉の推
進 ☀

生きがいをもって元気に暮らしてい
る高齢者の割合（％） 77.0 78.6 ■ ■

健やかに暮らせる健康づくりの推進 ☀
定期的に運動・散歩等を実践してい
る市民の割合（％） 38.5 40.9 ▲ ▲

良好な生活環境の保全
☀ 市街化区域内未利用地の雑草除去率（％） 92.0 92.8

▲ ▼
☀ 公害苦情件数（公害７項目）（件） 25 22

みんなで進める廃棄物の抑制と適切
な処理

☀ １人１日当たりごみ排出量（ｇ） 865 815
▲ ▲

☀ 資源化（リサイクル）率（％） 26.0 26.1 

やすらぎとうるおいを感じる水と緑

の保全

☂ １人当たりの公園面積（㎡） 13.0 9.7 
▲ ▼

☁
河川水質調査の環境基準適合箇所数

（18 箇所中） 16 14

環境に配慮したライフスタイルの実
践 ☀

省エネなど環境負担低減への取り組
みを実践している市民の割合（％） 72.0 75.7 ▲ ▲

みんなで取り組む防災対策の推進 ☂ 防災訓練参加率（％） 4.0 1.24 ▲ ▼

市民生活を守る身近な安全対策の充実 ☀ 犯罪認知件数（件） 1,220 1,103 ▲ ■

個性と創造性を育む子どもたちの育
成 ☁

学校の授業が楽しく、勉強がわかる
と感じている小・中学生の割合（％） 82.0 69.8 ▲ ■

秩序ある市街地の形成 ☀
自分の住む地区は緑と調和したゆと
りある住宅地があるまちだと感じる
市民の割合（％）

80.0 80.2 ▲ ▲

美しい都市景観の形成 ☀
市内に美しい街並み景観があると感
じる市民の割合（％） 54.0 56.8 ▲ ■

安全で快適な道路網・交通体系の整

備

☂ 1 級市道の補修必要箇所対応率（％） 45.0 10.5
▲ ▼

☁
バスは便利に利用できると感じる市
民の割合（％） 29.0 26.5

協働によるまちづくりの推進
☁ まちづくり活動に参加した市民の割合（％） 52.0 46.8

▲ ■
☂ 市民と協働で実施した事業数（事業） 42 31

地域で支えあうコミュニティの充実 ☀
地域の課題が地域で解決されている
と感じる市民の割合（％） 40.0 44.9 ▲ ▼

親切で便利な窓口サービスの充実 ☀
市の窓口サービスが利用しやすいと
感じる市民の割合（％） 58.5 69.6 ▲ ▲

●評価結果の公開
　事務事業ごとのマネジメントシートや施策ごとの集計結果など、詳しい内容は市のホームページの
ほか、 下記の窓口で閲覧できます。どうぞご利用ください。

▼市ホームページ　http://www.city.moriya.ibarkai.jp/

▼閲覧場所　　　　市役所（１階総合窓口課、３階企画課）、中央図書館

●主な施策の達成状況と次年度の方向性
※ 31 施策中 16 施策を掲載
※成果指標及び取組方針が複数ある施策は、抜粋して掲載しています
※色文字の施策は、全庁重点課題に直結する重点施策です
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行
政
評
価
と
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
多
様
な
活
動
が
市
民
の

役
に
立
っ
て
い
る
か
を
点
検

し
、
洗
い
出
さ
れ
た
課
題
や
問

題
点
を
改
善
す
る
も
の
で
す
。

　
市
が
評
価
す
る
の
は
、
目
標

と
す
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
「
施
策
」
と
、

そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具
体
的

手
段
で
あ
る
「
事
務
事
業
」
の

２
種
類
で
す
。

◆
施
策
評
価
◆

　
今
年
度
は
、「
守
谷
市
総
合

計
画 

後
期
基
本
計
画
」（
計
画

年
度
19
～
23
年
度
）
の
31
施
策

に
つ
い
て
実
績
評
価
を
行
い
、

次
年
度
の
取
組
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
施
策
評
価
は
１
次
評
価
と
２

次
評
価
が
あ
り
、２
次
評
価
は
、

市
長
や
部
長
に
よ
る
全
庁
的
な

判
断
が
下
さ
れ
る
評
価
で
、
次

年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
直

結
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
全
施
策
の
現
水

準
を
確
認
し
、
行
政
運
営
に
係

る
課
題
を
設
定
し
て
、
次
年
度

重
点
的
に
実
施
す
る
施
策
（
重

点
施
策
）
を
決
定
し
、市
の
「
経

営
方
針
」
と
し
て
ま
と
め
ま

す
。
こ
の
経
営
方
針
に
基
づ
い

て
、
次
年
度
の
予
算
配
分
が
行

わ
れ
、
施
策
や
事
務
事
業
が
実

行
さ
れ
ま
す
。

◆
事
務
事
業
評
価
◆

　
守
谷
市
の
行
政
評
価
で
は
、

「
施
策
」
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
、
つ
ま
り
市
職
員
が
日
々

行
っ
て
い
る
「
仕
事
」
を
「
事

務
事
業
」
と
呼
ん
で
お
り
、
前

年
度
に
実
施
し
た
す
べ
て
の
事

務
事
業
を
行
政
評
価
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
評
価

対
象
事
業
数
は
６
７
８
事
業
で

す
。
昨
年
度
の
７
０
７
事
業
に

比
べ
て
29
事
業
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
務
事
業
ご
と
に

「
事
務
事
業
評
価
表
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
評
価
表
に
は
事

業
目
的
や
成
果
の
現
状
を
明
記

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
実

績
評
価
と
次
年
度
の
方
向
性
を

記
述
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価
表
で
の
評
価

は
、
担
当
及
び
課
長
に
よ
る
１

次
評
価
、
担
当
部
長
に
よ
る
２

次
評
価
と
２
段
階
に
分
か
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
、
目
的
の
妥

当
性
（
事
業
の
目
的
設
定
は
適

切
か
？
）、成
果
の
有
効
性
（
成

果
を
伸
ば
す
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
？
）、
効
率
性
（
事

業
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
適
切

か
？
）、公
平
性（
受
益
者
負
担
・

機
会
は
公
平
か
？
）
の
視
点
に

立
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

　
評
価
結
果
は
、
次
年
度
以
降

の
事
務
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
際
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を次年度経営方針として決定。

全庁政策会議
市長・副市長・教育長・部長などで、施策の２次評価結果を基に、
次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全庁的に検討します。

施策企画会議

全庁政策会議
の結果（経営
方針）を受け、
施策の主管課
長と関係課長
とで、最終的
な事務事業の
優先度評価を
行い、次年度
の方向性を決
定します（次
年度の予算編
成にも反映）。

施策評価（２次評価）
市長ほか特別職・部長などが成果水準か
ら見た貢献度、重点課題から見た優先度
について評価します。

施策評価（１次評価）
施策の主管課長と関係課長で、成果水準
や今後の課題などについて検討します。
※基本事業を考慮のうえ検討

事務事業評価（２次評価）
１次評価結果を受け、担当部長が全庁的
な視点で評価します。

事務事業評価（１次評価）
担当係長及び課長が中心となり、事業の
成果や施策への貢献度について評価し、
改革改善について検討します。

事務事業の執行

【守谷市行政評価システム】【守谷市の政策体系】

政策
（施策の大綱）
政策

（施策の大綱）

施策
（将来像を実現するための手段）

施策
（将来像を実現するための手段）

［基本事業］
（施策の具体的方向性）
［基本事業］

（施策の具体的方向性）

事務事業
（施策を達成するための具体的手段）

事務事業
（施策を達成するための具体的手段）

将来像
「夢と希望にあふれる町」「夢と希望にあふれるまち」

平成 21年度　行政評価結果のお知らせ

施策・事務事業の評価結果概要について

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線331〜333

　市では、市民の視点に立った効果的・効率的な行政運営を実現するとともに、市の仕事を
市民の皆さんに分かりやすく伝えるために、「行政評価システム」を導入しています。
　今年度に行った施策評価（22年度施策の方向性）及び事務事業評価の概要を説明します。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
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情　報
ひろば
情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント
情報・参加・交流

仕　事

お
知
ら
せ

お知らせ

　

市
で
は
、
本
町
地
内
で
上
水

道
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
Ｈ
21
上
水
布
設
替
第
４
号
工

事
▽
請
負
者　

㈲
大
和
田
鉄
工

②
Ｈ
21
上
水
布
設
替
第
５
号
工

事
▽
請
負
者　

㈱
文
道
電
気

③
Ｈ
21
上
水
布
設
替
第
６
号
工

事
▽
請
負
者　

㈱
大
山
設
備

▼
工
事
期
限　
３
月
19
日（
予
定
）

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ　

☎
48
|
１
８
４
２

上
水
道
工
事

　

道
路
の
舗
装
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名　

21
道
路
維
持
第
６

号
工
事
▼
工
事
場
所　

本
町
地

内
▼
工
期　

２
月
上
旬
〜
３
月

15
日
▼
工
事
時
間　

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▼
請
負
者　

㈱
商
元

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課　

道
路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
５

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

当
す
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、

消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人

事
業
者
）の
確
定
申
告
と
納
税

道
路
補
修
工
事

３
月
31
日
㈬
ま
で
に
平
成
21
年

分
の
「
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
」
を
作
成
し

て
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
消
費
税
額
及

び
地
方
消
費
税
額
を
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
平
成
21
年
分
の
課
税
事
業
者

• 

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

• 

平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
の
事
業
者

で
、
平
成
20
年
12
月
末
ま
で

に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選

択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い

る
事
業
者

▼
納
付
期
限
（
振
替
納
付
日
）

• 

納
付
書
ま
た
は
電
子
納
税

　
３
月
31
日
㈬

•
振
替
納
税　

４
月
27
日
㈫

（
振
替
納
税
は
、「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依

頼
書
」
を
提
出
す
る
だ
け
で
、

指
定
口
座
か
ら
振
替
納
付
日
に

自
動
的
に
納
税
が
行
わ
れ
る
便

利
な
納
付
方
法
で
す
）

◎
電
子
申
告
・
納
税
の
詳
細

ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ  

http://w
w
w
.

e-tax.nta.go.jp/

◎
税
に
関
す
る
情
報　

国
税
庁

http://w
w
w
.nta.go.jp/

▼
問
合
先　

竜
ケ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
|
66
|
１
３
０
３

H21上水布設替第６号工事
H21上水布設替第５号工事
H21上水布設替第４号工事

①

③

②

③

工事場所

奥田国際特許事務所
詳しくはホームページで！
http://www.chienone.com/

弁理士 奥田 律次（登録番号 13165）
守谷市百合ヶ丘 1-2354-430
☎０２９７-３８-４４５１
特許についてもお気軽にお問い合わせください。

ネーミングやロゴ・マーク
は商標登録を！

商標のこと
ご存知ですか？ 守谷市　特許 検索

初 回 相 談 無 料
P有

2010年度　新規生徒募集中

守谷イングリッシュポケット
薬師台 2-19-49（大井沢小学校　近く）
0297-46-2698

http://www.moriyaep.com
アルク守谷 検索

無料体験レッスン
受付中

こども英語　幼児（年中・年長）、小学生コース

外
部
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度　

行
政
評
価

外
部
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度　

行
政
評
価

外
部
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度　

行
政
評
価
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に
基
づ
い
て
い
る
か

②
民
間
で
で
き
な
い
か

③ 

効
率
性
や
有
効
性
、
成
果
は

ど
う
か

④ 

行
政
関
与
の
あ
り
方
は
ど
う
か

⑤ 

受
益
者
負
担
の
あ
り
方
は
ど

う
か

⑥ 

類
似
事
業
と
の
統
合
・
連
携

の
余
地
は
ど
う
か

⑦
市
民
へ
の
説
明
は
十
分
か

　
外
部
評
価
で
は
「
継
続
」「
改

善
」「
廃
止
」
の
３
つ
の
評
価

基
準
を
設
け
、
評
価
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
は
、
外
部
評
価
の

評
価
結
果
を
受
け
て
改
善
等
の

指
摘
を
受
け
た
事
務
事
業
に
対

し
て
、
市
の
取
り
組
む
方
向
性

を
「
市
の
方
針
」
と
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
善
で

き
る
も
の
は
速
や
か
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
概
要
に
つ
い
て
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　
内
部
評
価
結
果
（
事
務
事
業

評
価
表
）を
再
評
価
し
た
上
で
、

事
業
内
容
や
疑
問
点
な
ど
に
つ

い
て
担
当
主
管
部
長
及
び
主
管

課
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

外
部
評
価
員
同
士
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
後
に
外
部
評
価
結
果

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
評
価
の
視
点
に
つ
い
て
は
、

昨
年
ま
で
の
考
え
方
を
踏
襲
し

て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

① 

公
平
・
公
正
で
市
民
ニ
ー
ズ

　
今
年
度
の
外
部
評
価
で
は
、

事
務
事
業
の
手
法
に
着
目
し
た

グ
ル
ー
プ
で
昨
年
ま
で
未
実
施

の
29
事
業
を
全
６
７
８
事
務
事

業
か
ら
選
定
し
評
価
し
ま
し
た
。

① 

「
非
常
勤
職
員
・
外
部
人
材

等
活
用
（
10
事
務
事
業
）」

に
着
目
し
た
も
の
の
中
か
ら

４
事
務
事
業

② 

「
広
報
・
啓
発
（
44
事
務
事

業
）」
に
着
目
し
た
も
の
の

中
か
ら
15
事
務
事
業

③ 

「
直
接
実
施
業
務
（
40
事
務

事
業
）」
に
着
目
し
た
も
の

の
中
か
ら
５
事
務
事
業

④ 

「
安
全
対
策
」
に
関
し
て
抽

出
し
た
も
の
を
５
事
務
事
業

　市
が
導
入
し
て
い
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
職
員
が
自
ら

行
う
評
価
（
内
部
評
価
）
に
加
え
、そ
の
結
果
を
第
三
者
（
市
民
）

が
チ
ェ
ッ
ク
し
評
価
す
る
外
部
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　市
で
は
こ
の
外
部
評
価
結
果
を
尊
重
し
、
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
運
営
や
効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
事
務
事
業
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線331〜333

外
部
評
価
結
果
と

市
の
方
針

外
部
評
価

の
視
点

外
部
評
価

の
概
要

評
価
対
象

事
務
事
業

■外部評価結果と市の方針（全体）	 （単位：事務事業数）
継続 改善 廃止 合計

外部評価 10※ 17 2 29
市の方針 12 15 2 29

■外部評価結果と市の方針（グループ別）	 （単位：事務事業数）

グループ 区　分
評価内容 外部評価と市の方針の方向性

継続 改善 廃止 同じ方向性 異なる方向性
非常勤職員・外部人材等活用
に着目した４事務事業

外部評価 1※ 3 0 4 0市の方針 1 3 0
広報・啓発に着目した 15 事務
事業

外部評価 3※ 11 1 14 1市の方針 4 10 1
直接実施業務に着目した５事
務事業

外部評価 2※ 2 1 2 3市の方針 3 1 1
安全対策に関して抽出した５
事務事業

外部評価 4※ 1 0 5 0市の方針 4 1 0
※外部評価結果の「継続」には、事業としては継続だが、所見としての意見が付いた６事務事業を含む
　●今年度評価の詳細については、市のホームページ（http://www.city.moriya.ibarkai.jp/）で
ご覧いただけるほか、企画課窓口でも閲覧できます。
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み
ず
き
野
の
さ
く
ら
の
杜
公

園
に
ペ
タ
ン
ク
な
ど
が
で
き
る

多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

大
き
さ
は
、
４
ｍ
×
15
ｍ
の

１
面
で
す
。
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の

練
習
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
す
る
場
合
は
、

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
の
窓

口
で
公
園
使
用
許
可
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

維
持
管
理
に
関
す

る
こ
と　

建
設
課　

管
理
Ｇ　

内
線
２
５
２
／
予
約
に
関
す
る

こ
と　

市
民
協
働
推
進
課　

協

働
推
進
室　

☎
45
|
０
２
７
１

　

税
理
士
事
務
所
で
は
、
確
定

さ
く
ら
の
杜
公
園
に
多
目
的

広
場（
ペ
タ
ン
ク
場
）を
整
備

守谷 
390390 円/月円/月 も 

その学族も
学生も学生も

その学族も

基本使用料最大３年間基本使用料最大３年間

〒302-0108  守谷市松並2000-40
☎ 0120–166–390 

※プラン「Ｅシンプル」＋「誰でも割」 

期定限間
������

��

　　  〜

�������
�

家族で持てばみんながお得！

家族も
ハッピ

ー！

※新規購入の場合

申
告
の
時
期
に
合
わ
せ
、
少
額

な
還
付
申
告
相
談
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

▼
実
施
日　

２
月
23
日
㈫
（
税

理
士
記
念
日
）
▼
対
象　

年
金

を
受
け
て
い
る
方
、
給
与
所
得

者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
、
年
の
途
中
で
退
職

ま
た
は
就
職
さ
れ
た
方
な
ど
▼

相
談
方
法　

最
寄
り
の
税
理
士

事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡
し

て
か
ら
相
談
す
る
※
事
前
連
絡

の
受
付
時
間
は
、
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
問
合
先　

関
東
信
越
税
理
士

会
竜
ケ
崎
支
部　

☎
０
２
９
７

|
64
|
７
０
８
７

開
　
　
催

税
理
士
に
よ
る

還
付
申
告
無
料
相
談

個人の 住所変更証明書本籍変更証明書総合窓口課 内線 112

法人の 住所表示変更証明書 税務課 内線 201
土地区画整理に関すること 都市計画課 内線 242

　取手都市計画事業守谷駅周辺一体型土地区
画整理事業の換地処分の公告（２月 26 日予定）
に伴い、翌２月 27 日㈯から下記のとおり住所
が変わります。住所変更証明書・本籍変更証
明書は、無料で２月 28 日㈰から発行します。
また、郵便番号は変わりません。

◇町名
　守谷市中央一丁目・二丁目・三丁目・四丁目
◇郵便番号　〒302-0115

▼問合先

守谷駅周辺（大字守谷甲）地区の町名が
「中央」に変わります

守谷駅周辺（大字守谷甲）地区の町名が
「中央」に変わります

守谷駅周辺（大字守谷甲）地区の町名が
「中央」に変わります

�����

�����

�����

�����

������������������������

��
��
��
��
�

��
��
�

��
��
�

みずき野四丁目

ずき野二丁目

みずき野三丁目

小山

くわのみ公園

み
ず
き
野
中
央
公
園

プール

14.1

13.7

14.4

16.5

13.6

13.9

14.1

14.1

9.1

15.5

13.9

13.4

14.5

21.3

13.9

13.4

14.1

14.7

14.3

8.6

12.8

13.9

22.1

13.9

14.1

22.1

15.7

13.9

みずき野第１調整池

野球場

み
ず
き
野
集
会
所

みずき野幼稚園

郷郷州公民館郷州公民館

多目的広場多目的広場

さくらの杜
公園

さくらの杜
公園
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お知らせ

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
わ

が
国
の
就
業
状
況
調
査
で
す
。

就
業
者
数
、完
全
失
業
者
数
、完

全
失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
経
済
対
策
や
雇
用

失
業
対
策
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
久
保
ケ
丘
地
区
内

に
お
い
て
「
労
働
力
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
知
事
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
、
調
査
対

象
地
区
内
の
各
世
帯
に
名
簿
づ

く
り
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
を
も
と
に
、
調
査
世

帯
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

県
統
計
課
人
口
労

働
担
当　

☎
０
２
９
|
３
０
１

|
２
６
４
９

　

市
で
は
、
守
谷
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
場
合

総
務
省
統
計
局
か
ら
の
お
願
い

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を
！

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
受
診
に
お
け
る
注
意
点

は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

• 

ド
ッ
ク
受
診
日
に
75
歳
に
到

達
し
た
場
合
は
、
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
（
75
歳
に
到

達
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
、
市
国
民

健
康
保
険
は
喪
失
し
ま
す
の

で
、
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
）。

▼
問
合
先　

市
役
所
国
保
年
金

課　

内
線
１
０
３

　

守
谷
浄
水
場
で
は
、
災
害
時

等
の
停
電
に
備
え
非
常
用
発
電

発
電
設
備
点
検
に
伴
う

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
設

備
は
、
い
つ
で
も
稼
動
で
き
る

よ
う
年
４
回
の
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
。
点
検
時
の
電
源
切
替

に
要
す
る
数
秒
間
、
水
道
水
の

圧
力
が
一
時
的
に
低
下
し
、
蛇

口
か
ら
水
道
水
の
出
が
悪
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
故

障
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
点
検
日
時　

２
月
25
日
㈭
午

前
９
時
〜
正
午

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ

☎
48
|
１
８
４
２

　新大利根橋有料道路（取手市戸頭～柏市布
施下）が４月 17 日㈯から無料化となります。
それに先立ち、４月１日㈭から 16 日㈮までは、
特別開放期間として全車種の通行料金が無料
となります。
◎ 回数券払戻　未使用回数券の払い戻しを希望
する方は、問合先へお問い合わせください
※払戻申請期限は、６月 30 日㈬まで

▼問合先　茨城県道路公社　業務管理室
　☎029-301-1131  http://www.i-road.or.jp/

　皆さんのご協力で、今回は507kgのキャップが
回収されました。これにより、世界の子どもた
ちに253人分のワクチンを届けることができ、尊
い命が救えます。今後もご協力をお願いします。
◎個人（少量の場合）
　市役所生活環境課前、各公民館、保健セン
ターに設置してある回収ボックスに入れる。
◎グループなど（多量の場合）
　事前に連絡の上、不燃ごみ袋などに詰めて
約８㎏を目安に生活環境課へ持参する。
●回収・問合先　市役所生活環境課　内線 145

回収にご協力いただいた団体等：11月上旬～12月
黒内小学校 39kg ／御所ケ丘小学校 82.5kg
／郷州小学校 38.5kg ／守谷中学校 17kg ／
北園保育所 ８kg ／守谷エコキャップクラブ 
36.5kg ／ジョイフルアスレティッククラブ 
64.5kg ／ジーエフ㈱守谷支店 ６kg ／坂巻
清様 11kg ／市国際交流協会青年交流委員会 
108kg ／生活環境課前・各公民館等回収ボッ
クス 96kg

合計 507kg（ワクチン 253人分）

ペットボトルのキャップ回収に
ご協力ありがとうございました！

４月１日から無料になります !!４月１日から無料になります !!
新大利根橋有料道路の通行料金が

東洋堂鍼灸院

漢方はり、灸専門　※各種保険取扱
神経痛、腰痛、ムチウチ、五十肩、小児バリ

介護支援専門員第 10-774 号

守谷市板戸井 2284-3
AM9:00～PM7:00
休診日　木曜日　

（ケアマネージャー）飯 田 孝 道
予約制　TEL 48–6461 新

守
谷
駅

マ
ッ
ク

ユニー
コンビニ

セブンイレブン

Ｒ
２
９
４

ふ
れ
あ
い
道
路

ビッグＡ

第一病院

東洋堂
鍼灸院

守高入口
滝下橋

ＣＩＴＹ

守谷高校

医療と福祉の医療と福祉の
　栄養バランスの良い、カロリー
計算された和食中心の日替わりメ
ニューです。一食でも守谷市全域
配達料無料です。カロリーが気に
なる方、産中産後の栄養管理に食
生活が不規則だと感じる方にも好
評です。施設、オフィスにも一括
納品いたします。
定休日、毎週日曜日（祝日は営業）

ニコニコキッチン取手守谷店
取手市戸頭4-7-16-103　TeL＆FaX　0297-79-6760 
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▼
日
時　

３
月
27
日
㈯
午
後
１

時
〜
５
時
▼
会
場　

柏
商
工
会

議
所
４
階
（
千
葉
県
柏
市
東
上

町
７
|
18
）
▼
定
員　

先
着
80

名
▼
対
象　

ニ
ー
ト
や
引
き
こ

も
り
の
方
、
そ
の
親
な
ど
▼
内

容　

講
演
会
「
ニ
ー
ト
・
引
き

こ
も
り
脱
出
作
戦
最
前
線
〜
親

は
子
に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

の
か
」斉さ

い
と
う藤
環た

ま
き

氏（
医
学
博
士
）

／
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
無
料

相
談
会
（
予
約
制
）
▼
参
加
費

１
０
０
０
円
▼
申
込
方
法　

住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
親
セ
ミ
ナ
ー

係　

〒
２
７
７
|
０
０
０
５
千

葉
県
柏
市
柏
３
|
１
|
９
丹
羽

ビ
ル
３
０
５

04
|
７
１
６
２
|
７
７
７
２

☎
04
|
７
１
６
２
|
７
７
７
１

http://w
w
w
.npo-cdi.com

/

▼
内
容　

第
１
部
日
系
ア
メ
リ

カ
人
の
歴
史
／
第
２
部
み
ん
な

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー

親
セ
ミ
ナ
ー

で
グ
リ
ー
リ
ー
に
行
こ
う
！
▼

日
時　

３
月
13
日
㈯
午
後
１
時

〜
３
時
▼
会
場　

国
際
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

▼
参
加
費　

無
料
▼
申
込
方
法

３
月
５
日
㈮
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

国
際
交
流
協

会
担
当　

内
線
１
３
３

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ

m
ifa@
fureai.or.jp

　

フ
ラ
メ
ン
コ
は
人
生
の
喜
び

や
悲
し
み
を
熱
い
リ
ズ
ム
に
乗

せ
て
全
身
全
霊
で
表
現
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時（
受
付
１
時
30
分
〜
）

▼
場
所　

国
際
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
▼
定
員

先
着
80
名
▼
参
加
費　

会
員
５

０
０
円
、
会
員
以
外
９
０
０
円

（
当
日
徴
収
）
※
軽
食
・
飲
み

物
付
▼
申
込
方
法　

件
名
に
Ｍ

Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト
申
込
と
記

載
し
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記

し
た
電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ロ
ン

セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
14
回
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト

「
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ソ
ン
・
デ
・

ア
レ
グ
リ
ア
」

民
協
働
推
進
課　

国
際
交
流
協

会
担
当  

内
線
１
３
３  
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Ａ

m
ifa@
fureai.or.jp

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

募
　
　
集

「
一
日
警
察
署
長
」

前
に
取
手
警
察
署
「
一
日
警
察

署
長
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

守
谷
市
、
取
手
市
、
利
根
町

の
各
市
町
か
ら
選
ば
れ
た
男
女

合
計
８
名
の
新
小
学
１
年
生
が

警
察
署
長
を
委
嘱
さ
れ
、
警
察

官
に
訓
辞
を
行
い
、
市
長
を
訪

問
し
て
交
通
事
故
防
止
な
ど
を

訴
え
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
５
日
㈪
午
前
９

時
〜
正
午
（
予
定
）
▼
場
所　

取
手
警
察
署
及
び
守
谷
市
役
所

▼
対
象　

４
月
に
市
立
小
学
校

へ
入
学
予
定
の
児
童　

男
女
各

１
名
▼
応
募
方
法　

は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生

年
月
日
・
性
別
・
入
学
予
定
小

学
校
名
、
保
護
者
の
住
所
・
氏

名
・
年
令
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
３
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪
の
期
間
内
に
郵
送
す
る
※

消
印
有
効
▼
公
開
抽
選

　
３
月

23
日
㈫
午
後
３
時
〜
取
手
警
察

署
１
階
ロ
ビ
ー
▼
当
選
発
表

　

当
選
者
に
は
抽
選
翌
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
文
書
で
連
絡
あ
り

※
選
外
者
に
は
連
絡
し
ま
せ
ん

▼
応
募
・
問
合
先　

取
手
警
察

署
交
通
課
「
一
日
警
察
署
長
」

係　

〒
３
０
２
|
０
０
１
７
取

手
市
桑
原
９
５
５
|
１

☎
０
２
９
７
|
77
|
０
１
１
０

　市観光協会では、地域情報誌『発見のまち　守谷』
の編

へんさん

纂で収集した情報を広く市民の方々に紹介し、
それぞれの立場でまちづくりに役立てていただこう
と、『発見のまち　守谷』の内容に沿い、市民講座
を企画しました。新たに作る「守谷歴史年表」に即
して説明しますので、奮ってご参加ください。

▼テーマ　「発見のまち　守谷」
　　　　　～未来のための歴史の勉強～

▼場所　中央図書館３階視聴覚室

▼定員　先着 60 名（申込不要、参加自由）

▼対象　市内在住の小学５年生以上の方　
※市外で参加希望の方は事前に観光協会へ連絡

▼講師　市観光協会所属会員

▼主催　市観光協会（作
さ く べ や

部屋 090-8170-1898）

▼問合先　市役所経済課　商工・観光Ｇ　内線 263

▼開催日・サブテーマ　※毎回日曜日13:30～15:00

▽３月 14日「はじめに／講座の進め方、昔の守谷
の自然と地理」 ▽４月 11日「古代、平将門と守谷」

▽６月 20日「中世、下総相馬氏の活躍」 ▽７月 11
日「江戸時代初期の支配者」 ▽８月 22日「江戸時
代の交通網」 ▽９月 12日「小林一茶の頃の守谷～
文化と経済」 ▽９月 26日「川の果たした役割～治
水と利水） ▽ 10 月 17日「江戸時代の風物詩」 ▽ 11
月 21日「村から町、そして、市へ」 ▽ 12月 12日「現
在の交通網～大きく変わる、守谷の未来」 ▽平成 23
年１月 23日「守谷の都市づくり」 ▽２月 13日「自
然環境と景観のまち、守谷」 ▽３月 13日「未来の
まち～市民が進めるまちづくり／終わりに」

市観光協会「発見のまち市民講座」市観光協会「発見のまち市民講座」
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時
〜
３
時
30
分
※
受
付
は
午
後

０
時
30
分
〜
３
時
▼
会
場　

つ

く
ば
国
際
会
議
場
（
つ
く
ば
市

竹
園
２
|
20
|
３
）
▼
対
象　

福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者
▼

内
容　

就
職
面
接
・
相
談
、
求

人
情
報
の
提
供
等
※
参
加
施
設

は
、
現
在
職
員
を
募
集
中
ま
た

は
採
用
予
定
の
あ
る
社
会
福
祉

施
設
・
団
体
及
び
介
護
事
業
所

等
50
事
業
所
▼
参
加
方
法

　
履

歴
書
を
持
参
し
、
当
日
会
場
で

受
け
付
け
※
参
加
無
料
／
入
退

場
自
由

▼
問
合
先　

県
社
会
福
祉
協
議

会　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
|
２
４
４
|
４
５
４
４

◎
面
接
会
対
策
事
前
セ
ミ
ナ
ー

▽
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜
※

セ
ミ
ナ
ー
は
事
前
申
込
が
必
要

▽
申
込
先　

㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス

☎
０
２
９
|
３
５
０
|
３
１
２
２

▼
問
合
先

県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
|
３
０
１
|
３
６
４
５

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/syoukou/rosei/

　

福
祉
に
関
す
る
就
職
面
接
会

で
す
。
福
祉
職
を
希
望
す
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
27
日
㈯
午
後
１

開　　催

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

「
就
職
面
接
会
」

　
「
お
正
月
で
少
し
太
っ
た
だ

け
…
」「
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高

い
だ
け
」
な
ど
、
ご
自
分
の
身

体
を
見
な
い
フ
リ
し
て
い
ま
せ

ん
か
？　

脂
肪
貯
金
を
減
ら

し
、
検
査
項
目
改
善
の
き
っ
か

け
に
な
る
教
室
で
す
。
楽
し
く

学
び
な
が
ら
メ
タ
ボ
予
防
を
始

め
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
・
内
容
・
講
師

◎
２
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
「
高
血
圧
の
管
理
（
腎

臓
病
の
予
防
）
／
永な

が
せ瀬
宗そ

う
じ重
氏

（
永
瀬
内
科
院
長
）」、「
明
日
か

ら
で
き
る
食
事
の
工
夫
〜
各
検

査
項
目
に
対
す
る
食
事
上
の
ア

ド
バ
イ
ス
（
生
活
上
の
工
夫
）

／
栄
養
士
・
保
健
師
」

◎
２
月
26
日
㈮
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
「
明
日
か
ら
出
来
る
メ

タ
ボ
予
防
運
動
〜
日
常
に
取
り

込
め
る
運
動
、
各
検
査
項
目
に

対
す
る
運
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
／

健
康
運
動
指
導
士
・
保
健
師
」

※
１
回
目
の
講
話
の
み
参
加
も

可
▼
対
象　

市
内
在
住
の
40
〜

74
歳
の
方
▼
参
加
費　

無
料
▼

申
込
方
法　

２
月
19
日
㈮
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー  

☎
48
|
６
０
０
０

▼
日
時　

３
月
９
日
㈫
午
後
１

時
30
分
〜（
受
付
午
後
１
時
〜
）

※
事
前
申
込
不
要
▼
場
所　

県

水
戸
合
同
庁
舎
（
水
戸
市
柵
町

１
|
３
|
１
）
▼
対
象　

景
気

悪
化
な
ど
の
影
響
で
離
職
さ
れ
、

再
就
職
を
目
指
す
方
な
ど
求
職

中
の
方
▼
参
加
費　

無
料
▼
参

加
企
業
数　

約
15
社
（
予
定
）

▼
持
参
品　

履
歴
書
（
複
数
）

仕
事
を
お
探
し
の
皆
さ
ん
へ

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

　利根川左岸河川敷環境保全実行委員会では、
市民・行政・事業所に呼びかけ、利根川左岸
河川敷一帯のごみを拾い、秋にはコスモスを
一面に咲かせる活動をしてきました。
　皆さんでお誘いあわせの上、10回目となるク
リーン作戦（ごみ拾い）に、ぜひご参加ください。

▼日時　３月７日㈰　９:00 ～ 12:00
※小雨決行（雨具持参）　※作業ができる服装

▼共催　守谷市

▼後援　国土交通省

▼協力　守谷市建設業協会、アサヒビール㈱、
　　　　明治乳業㈱、ロックシティ守谷 SC

▼参加方法　事前に電話で申し込む

▼申込・問合先　市役所生活環境課　内線141～145

楽
し
く
学
ん
で
予
防

「
ス
ト
ッ
プ
!!
メ
タ
ボ
教
室
」

利根川左岸河川敷クリーン作戦利根川左岸河川敷クリーン作戦

守谷SA

守谷SA
常磐自動車道

つくばエクスプレス

至
東
京

※
駐
車
場
所
は
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

利
根
川
堤
防

大
野
川

錬
心
塾

至
水
戸

至市役所

塚原総業

浄化
センター

野木崎新山
生活改善センター

モコバス
前坪バス停

至高野
●　集合場所

●集合場所

利根川上流
河川事務所
守谷出張所

大柏

県
道
取
手・豊
岡
線

高野小
モコバス
向坪バス停

至けやき台

浅間神社

至美園

石
神
神
社
西
至
国
道
２
９
４
号

根
切
公
民
館

至
大
柏

高野 ふ
れ
あ
い
道
路

午前９時集合
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募　　集

　
自
分
の
手
で
収
穫
す
る
野
菜

は
味
わ
い
も
ひ
と
し
お
。
土
を

耕
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
農
作
業

は
、
自
然
を
相
手
に
す
る
楽
し

さ
を
実
感
で
き
ま
す
。
区
画
数

の
多
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

で
、
土
や
水
と
ふ
れ
あ
い
、
お

好
き
な
野
菜
や
お
花
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
？

①
守
谷
市
瓜
代
農
園

▼
使
用
期
間

　
４
月
１
日
〜
平

成
23
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

▼
場
所

　
高
野
地
内
（
①
図
参

照
）
▼
設
備

　
水
道
、ト
イ
レ
、

農
機
具（
ミ
ニ
耕
運
機
有
）、
休

憩
施
設
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
▼
募

集
区
画

　
50
区
画
（
１
区
画
30

㎡
）
※
複
数
区
画
利
用
可
▼
年

間
使
用
料

　
１
２
０
０
０
円
▼

対
象

　
農
業
従
事
者
以
外
の
方

で
、
野
菜
、
花
な
ど
の
栽
培
に

意
欲
が
あ
り
、
営
利
を
目
的
と

し
て
使
用
さ
れ
な
い
方
▼
申
込

方
法

　
２
月
26
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
経

済
課

　
農
業
振
興
Ｇ

　
内
線
２

６
２
〜
２
６
４

　

45
|
５
７

０
３

　

keizai@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

②
取
手
市
農
業
ふ
れ
あ
い
公
園

▼
使
用
期
間

　
４
月
１
日
〜
平

成
23
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

▼
場
所
　
取
手
市
市
之
代
５
７

０
番
地
（
②
図
参
照
）
▼
設
備

水
道
、
農
機
具
、
休
憩
施
設
、

駐
車
場
▼
募
集
区
画

　
４
区
画

（
１
区
画
20
㎡
）
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
年
間
使
用
料

　
６
０
０

０
円
（
取
手
市
・
守
谷
市
・
つ

く
ば
み
ら
い
市
以
外
に
在
住
の

方
は
９
０
０
０
円
）
▼
対
象

　

農
業
従
事
者
以
外
の
方
で
営
利

目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
方

（
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
ま
で
）

▼
申
込
方
法

　
３
月
１
日
㈪
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

農
園
利
用
者
募
集
！

▼
申
込
・
問
合
先
　
取
手
市
役

所
農
政
課

　
☎
０
２
９
７
|
74

|
２
１
４
１

　
内
線
２
１
８
３

０
２
９
７
|
82
|
６
４
５
０

nousei@
city.toride.

ibaraki.jp

　あなたのお店・事業所の広告を「広報もりや」
に掲載してみませんか？

▼対　象　市内に住所または事業所等を有する方

▼掲載号　４～９月の 10 日発行号
※「情報ひろば」の最下段に掲載

▼募集数　各号６枠（半枠）
※超過の場合抽選

▼広告料　半枠（45mm× 85mm） 15,000 円
　　　　　全枠（45mm× 175mm） 30,000 円

▼  申込方法　申込書・広告データ（CDまたは
電子メール）及びデータをプリントしたも
のを添えて、３月５日㈮必着で郵送または
窓口へ提出する

▼申込・問合先　市役所秘書課　内線 322
　 hisho@city.moriya.ibaraki.jp
◆ 注意事項　原稿は返却しない／次の①～④
の恐れがあるもの及び⑤～⑧は、掲載不可
①市の公共性、中立性及びその品位を損な
う②法令等に違反する③公の秩序及び善良
な風俗に反する④集団的・常習的に暴力的
不法行為等を行う⑤政治・宗教活動、意見・
個人の宣伝⑥社会的な信用・信頼に欠ける
⑦市の行政運営上支障があると認められる
⑧市長が適当でないと認める

　市の財源確保と地域経済の活性化の
ため、市公式ホームページにて民間企
業等のバナー広告を募集します。

▼掲載期間　１か月単位
　　　　　　（４月～平成 23 年３月）

▼掲 載 料　月額 20,000 円

▼募集枠数　月 12 枠※１事業者１枠

▼  申込方法　詳細を申込・問合先にて確
認し、掲載希望月の前月 10 日（土・日
曜日、祝日の場合は直前の平日）まで
に申し込む
※４月掲載分は３月 10 日㈬まで

▼申込・問合先
　市役所企画課　情報政策Ｇ　内線 336
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/banner/

広報広報 に広告を掲載しませんか？に広告を掲載しませんか？

平成22年度上半期募集平成22年度上半期募集

ロックシティ

ジョイフル本田

ア
ク
ロ
ス
モ
ー
ル

守
谷
市
役
所

土塔

守谷駅

向原

北園至つくばみらい
至つくばみらい

至
取
手至取手

天神

ふれあい道路ふれあい道路

国道294号線国道294号

TX

松ケ丘７
松ケ丘１

松ケ丘小入口

松ケ丘小学校

鈴塚

瓜代農園瓜代農園

①

②

市公式ホームページのバナー広告
平成22年度
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じ
て
53
〜
55
歳
未
満
の
方
（
平

成
22
年
７
月
１
日
現
在
）
▼
試

験
日　

４
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈪

の
指
定
す
る
１
日
▼
受
付　

４

月
９
日
㈮
ま
で

▼
問
合
先　

自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部　

龍
ケ
崎
地
域
事
務

所　

☎
０
２
９
７
|
64
|
３
３

５
１　

http://w
w
w
.m
od.

go.jp/pco/ibaraki/

◎
基
礎
講
座　

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１　

３
月
６
日
㈯
②
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１　

３
月
１
日
㈪
③

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０　

３
月
17

募　　集

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
、
警
察
官
退
職
者
の

方
を
対
象
に
防
犯
指
導
員
の
募

集
を
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容　

市
内
の
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
住
宅
防
犯
診

断
、
防
犯
出
前
講
座
、
防
犯
意

識
の
啓
発
活
動
ほ
か
防
犯
各
事

業
へ
の
協
力
▼
応
募
資
格　

業

務
に
精
通
し
た
警
察
官
退
職
者

及
び
退
職
予
定
者
で
普
通
免
許

を
有
す
る
64
歳
以
下
の
方
▼
募

集
人
員　

１
名
▼
勤
務
条
件

　

月
15
日
間
（
週
３
〜
４
日
）
／

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
の
間
で

６
時
間
程
度
▼
報
酬
額　

月
額

15
万
円
（
交
通
費
は
「
守
谷
市

嘱
託
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規

則
」
に
基
づ
き
別
途
支
給
）
▼

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

23
年
３
月
31
日
※
更
新
可
能
▼

必
要
書
類　

①
履
歴
書
②
勤
務

経
歴
を
詳
細
に
記
載
し
た
も
の

③
健
康
診
断
書（
様
式
は
不
問
）

▼
応
募
方
法　

２
月
12
日
㈮
〜

26
日
㈮
に
必
要
書
類
を
市
民
協

働
推
進
課
窓
口
に
提
出
、
ま
た

は
申
込
先
ま
で
郵
送
す
る
※
郵

送
に
よ
る
受
付
は
消
印
有
効
▼

選
考
方
法　

書
類
選
考
及
び
面

接
（
面
接
日
は
後
日
連
絡
）

▼
応
募
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

安
全
・
安
心

対
策
室　

内
線
１
３
８

▼
日
時　

３
月
７
日
㈰
受
付
午

前
８
時
45
分
／
講
習
午
前
９
時

〜
正
午
▼
定
員　

先
着
25
名（
中

学
生
以
上
）
※
軽
い
運
動
が
で

き
る
服
装
で
参
加
▼
費
用

　
無

料
▼
申
込
方
法　

２
月
11
日（
祝

・
木
）以
降
に
電
話
ま
た
は
消
防

署
窓
口
で
申
し
込
む

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先　

守

谷
消
防
署　

☎
46
|
０
１
１
９

御
所
ケ
丘
４
|
１
|
２

▼
日
時　

３
月
18
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場　

国
際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
ロ

グ
ハ
ウ
ス
）
▼
内
容　

認
知
症

に
つ
い
て
／
地
域
（
あ
な
た
）

の
力
に
つ
い
て
（
サ
ポ
ー
タ
ー

の
役
割
）
▼
定
員　

先
着
30
名

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　

内
線
１
７
４

・
１
７
７

▼
受
験
資
格　

一
般　

18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方
／
技
能　

18

歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応

Ｉ
Ｓ
Ｏ
講
座（
９
０
０
１
・

１
４
０
０
１
・
２
２
０
０
０
）

防
犯
指
導
員（
嘱
託
職
員
）

日
㈬
※
１
日
６
時
間
で
修
了

◎
内
部
監
査
員
養
成
講
座  

（
基

礎
知
識
の
あ
る
内
部
監
査
員
候

補
者
を
養
成
）　

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１　

３
月
12
日
㈮
・
13
日

㈯
②
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１　

３

月
７
日
㈰
・
８
日
㈪
※
２
日
間

計
14
時
間
で
修
了

※
時
間
・
定
員
・
費
用
等
詳
細

は
問
合
先
ま
で

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

み
、
後
日
受
講
料
を
納
め
る

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の
だ
）

☎
04
|
７
１
２
１
|
１
１
８
４

野
田
市
中
根
３
２
３
|
３

　今回は小児の定期予防接種をお伝えします。
MR（麻しん風しん混合予防接種）：１期（満１
～２歳未満）、２期（５～７歳未満で小学校就
学前の１年間）、３期（中学1年生：平成８年
４月２日～平成９年４月１日生）、４期（高校
３年生：平成３年４月２日～平成４年４月１日
生）／１～４期を通して２回　過去に麻しん、
風しんが混合されていない予防接種を１回ずつ
行った方でもこの予防接種を受けることが出来
ます。３期、４期対象者の方の定期接種期限は
平成22年 3月 31日までとなります。
三種混合予防接種：生後３か月～７歳６か月未
満／1期＝３回（３～８週間隔で接種）、１期
追加＝１回（１期終了後１年～１年６か月の間
に接種）　小学６年生で百日せきを除いた二種
混合で実施する予防接種を行うためにも１期
追加まで完了させておくことが大切です。
日本脳炎：満３歳～７歳６か月未満／１期＝
２回（１～４週間隔で接種）、１期追加＝１回（１
期接種完了後概

おおむ

ね１年後）　接種を希望する場
合は保健センターで発行する接種券を持って
市内協力医療機関で行うことができます。

　小児を対象とした新型インフルエンザの集団
予防接種を実施した際に、母子手帳の接種履歴
を確認したところ、定期の予防接種が済んでい
ない方が若干いました。保護者の方の中には、
「１回終わっているから良いと思っていた」な
ど規定回数を完了しないでも終了と考えている
方もおり、定期予防接種について十分な認識が
なされていないことが分かりました。
　定期接種対象時期を過ぎると接種に費用が
発生することがあります。母子手帳を確認し
て、まだ接種をしていない方は早めに接種す
ることをお勧めします。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

救
命
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

ヘルシー保健師だより　vol.32

お子さんの予防接種はお済みですか
●問合先　保健センター　☎48‒6000
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国
金
民

年
●問合先　日本年金機構土浦年金事務所　☎ 029-824-7121
　　　　　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106・108

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

　国民年金保険料を納め忘れのままにしておくと、老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金が受給
できなくなる恐れがあります（受給するには一定の要件が必要）。納めるのが困難な方には、保険料免
除制度、若年者納付猶予制度、学生であれば学生納付特例制度がありますので、お問い合わせください。

　保険料は、毎月納付書（現金）により金融機関
やコンビニエンスストアで納付できますが、それ
以外にもいろいろな納付方法が選べるうえ、割引
制度があります。
　平成 22 年度（4 月〜翌年 3 月）の国民年金保
険料は、1 か月 15,100 円、1 年間で 181,200 円と
なります。

月々の口座振替なら納め忘れもなく
安心で便利！

　毎月の保険料は通常、当月分が翌月末に口座振
替されますが、当月分を当月末に口座振替される
「早割」にすると月々 50 円割引（年間 600 円割引）
になります。
＊初回分のみ２か月分の振替となります。

前納でお得な割引、口座振替による前納は
「もっとお得」です！

　１年度分（４月分〜翌年３月分）や６か月分（４
月分〜９月分、10 月分〜翌年３月分）をまとめ
て納める前納にすると、保険料が割引になりお得
です。納付書による現金納付もできますが、口座
振替で前納するほうが割引率は高くなります。
◆平成 22 年度の割引額は、
　■１年度分を前納する場合
　　口座振替（４月末振替）　 3,800 円
　　現金納付（４月末納期限）3,220 円
　■６か月分を前納する場合
　　口座振替（４月、10 月末振替） 　1,030 円
　　現金納付（４月、10 月末納期限）　740 円
◆申込時期
　�口座振替が開始されるまで申込後２か月程度か
かります。平成 22 年度の申し込みは、２月末
までに金融機関へお申し込みください。その際
には年金手帳または納付書、預金通帳、預金通
帳届出印をご持参ください。

クレジットカードで納付

　ご自身で事前に申し込みいただき、以後は継続
的にクレジット会社が立替納付を行うものです
（クレジットカードを提示し、直接納付いただく
方法ではありません）。クレジットカード納付で
の前納の割引額は、納付書による現金納付と同じ
割引額となります。クレジットカード納付を希望
される場合は、国保年金課または土浦年金事務所
までお申し込みください。
　平成 22 年度の前納の申し込みは２月末までと
なります。詳細は、土浦年金事務所までお問い合
わせください。

インターネットでらくらく納付

　パソコンや携帯電話、Pay-easy（ペイジー）マー
クのついたＡＴＭからも納めることができます。
詳細は、ご利用の金融機関へお問い合わせくださ
い。日本年金機構ホームページでも利用方法を確
認できます。

国民健康保険の
「こんなときは？」Vol.4
保険証を忘れて医療機関で受診したときは？
　たまたま、保険証を持参せずに医療機関で受診
した場合は、窓口で 10 割負担となる場合があり
ます。その場合は、必ずその月内に、医療機関に
保険証を提示して、保険者負担分を返還してもら
いましょう。月が変わると、医療機関の窓口で返
還してもらえません。なお、国保年金課窓口でも
返還申請はできますが、医療機関での診療内容に
ついて審査が必要となるため、申請後約３か月の
時間がかかりますのでご注意ください。
●問合先　市役所国保年金課　内線102～104

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
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募　　集

◎
県
政
モ
ニ
タ
ー

▽
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
協
力
、
県
政
に
対
す
る

意
見
や
提
案
の
提
出
等
▽
任
期

２
年
間
（
委
嘱
日
〜
平
成
24
年

３
月
末
日
）
▽
募
集
人
数　

50

名
▽
応
募
資
格　

次
の
全
項
目

に
あ
て
は
ま
る
方
①
県
内
在

住
で
20
歳
以
上
②
常
勤
の
公
務

員
、議
会
の
議
員
で
な
い
③
国
・

市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務

に
な
ら
な
い
④
過
去
５
年
間
に

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い

な
い
▽
謝
礼　

な
し
※
研
修
会

等
に
出
席
さ
れ
た
際
に
は
、
交

通
費
相
当
額
を
県
で
負
担
／
県

民
グ
ラ
フ
誌
「
フ
ォ
ト
い
ば
ら

き
」
等
の
県
政
情
報
を
送
付

◎
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

▽
活
動
内
容　

県
の
主
要
事
業

や
施
設
等
を
取
材
し
、
そ
の
結

果
を
県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
で

発
表
／
会
議
等
に
出
席
▽
任
期

１
年
間
（
４
月
〜
平
成
23
年
３

月
）
▽
募
集
人
数　

４
名
▽
応

募
資
格　

次
の
全
項
目
に
あ
て

は
ま
る
方
①
県
内
在
住
で
20
歳

以
上
の
女
性
（
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
）
②
公
務
員
や
議
会

平
成
22
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
・

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

の
議
員
で
な
い
③
取
材
先
の
要

望
す
る
日
時
に
応
じ
て
取
材
で

き
る
④
自
分
で
取
材
先
（
県
内

全
域
）
に
移
動
で
き
る
▽
謝
礼

年
間
12
万
円

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
／
市
役
所
秘
書
課
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
等
で
応
募
先
へ
２
月
26
日

㈮
ま
で
に
送
付
す
る

▼
応
募
・
問
合
先

茨
城
県
知
事
公
室
広
報
広
聴
課

〒
３
１
０
|
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
番
６

•
県
政
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
２
９
|
３
０
１
|
２
１
２
３

•
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
担
当

☎
０
２
９
|
３
０
１
|
２
１
２
８

　

健
康
と
花
見
を
兼
ね
て
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

４
月
３
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
予

定
）
▼
行
程　

和
田
倉
噴
水
公

園（
東
京
駅
中
央
口
徒
歩
５
分
）

集
合
〜
平
川
門
〜
二
の
丸
庭
園

〜
北
の
丸
公
園
〜
靖
国
神
社
〜

千
鳥
ケ
淵
〜
二
重
橋
〜
東
京
駅

解
散
※
歩
行
12
㎞
▼
参
加
費

２
０
０
円（
資
料
、保
険
代
含
む
）

※
当
日
現
地
で
徴
収
▼
対
象　

50
歳
以
上
70
代
ま
で
の
方
▼
申

込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信

用
文
面
に
参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
返
信
用
宛
名
面

に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
上
、
３
月
20
日

㈯
必
着
で
申
し
込
む
※
１
枚
の

は
が
き
で
３
名
ま
で
申
込
可

▼
申
込
・
問
合
先　

県
南
地
域

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

事
務
所
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

担
当
」
係　

〒
３
０
５
|
０
０

４
４
つ
く
ば
市
並
木
３
|
16
|

１
横
田
ハ
イ
ツ
１
０
２
号

０
９
０
|
４
９
１
６
|
７
６

２
９
（
山
元
）

皇
居
一
周
桜
ウ
ォ
ー
ク

　

豊
か
な
自
然
と
多
く
の
史
跡

に
囲
ま
れ
た
生
涯
学
習
に
絶
好

の
研
修
所
で
す
。

▼
利
用
資
格　

研
修
を
目
的
と

す
る
５
名
以
上
の
団
体
（
家
族

可
）
▼
内
容　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
野
鳥
観
察
、
キ
ャ
ン
プ
体

験
、
歴
史
講
座
、
音
楽
活
動
等

※
所
員
支
援
が
可
能
な
研
修
も

多
種
あ
り
▼
施
設　

宿
泊
棟（
大

広
間
・
研
修
室
・
講
堂
・
和
室

等
）、
広
場
（
野
外
炊
飯
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
等
）
▼
宿
泊
定
員

舎
営
１
２
０
名
／
キ
ャ
ン
プ
場

２
０
０
名
▼
利
用
料
金　

小
・

中
学
生
30
円
（
１
８
０
円
）、

25
歳
未
満
80
円
（
３
５
０
円
）、

25
歳
以
上
１
８
０
円
（
８
８
０

円
）
※
か
っ
こ
内
は
宿
泊
時

料
金
▼
食
事
料
金　

朝
２
９
０

円
、
昼
４
２
０
円
、
夕
５
５
０

円
※
野
外
炊
飯
メ
ニ
ュ
ー
あ
り

▼
申
込
方
法　

利
用
希
望
日
の

１
年
前
の
午
前
８
時
30
分
以
降

に
電
話
で
申
し
込
む

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先　

茨

城
県
立
西
山
研
修
所　

☎
０
２

９
４
|
72
|
０
３
５
９　

常
陸

太
田
市
稲
木
町
１
６
９
９
|
イ

http://w
w
w
.nishiken.

gakusyu.ibk.ed.jp/
豊
か
な
自
然
と
多
く
の
史
跡

「
県
立
西に

し
や
ま山
研
修
所
」

 ほっとする時　　　大山新田　K.K
　守谷市内は開発で昔の風景は少なくなり
ました。私たちの地区も少しずつ変化があり
ます。地区中央に地域の鎮守様として香取神
社が祀

まつ

られており、境内には雑木林のほか、
銀
いちょう

杏、山モミジ、欅
けやき

などがあり、秋の紅葉が
きれいです。また、オオタカ、アオバヅク、キジ、
コジュケイ、ウグイス、ホホジロ、メジロの姿
も見られます。年末年始の参拝も以前よりは多
くなりました。最近はウォーキングや散歩の
方々が定期的に参拝してくださっているのも
目立ってきました。氏子の役員が月１回、早
朝に清掃を行っています。こんな小さな神社
にも、賽

さいせん

銭泥棒が頻
ひんぱん

繁に出没し、その都度氏
子の方々が賽銭箱を修理しております。
　こんな世知辛い世の中に、ここ数年地区外
の近隣の方々（松前台二丁目のＩさんご夫婦、
七丁目のＨさん）が定期的に境内の隅々まで
清掃してくださっているのです。そして清掃
をさせていただいたお礼として、12 月初旬に
は立派な竹

たけぼうき

箒５本を届けてくださったのです。
　近所同士のつながりが希薄になっている最
近、何かお役に立ちたいという心温かい方々
にお会いし、やれそうでやれない行動に深く
感謝するばかりです。

投稿ひろば投稿ひろば投稿ひろば
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●「私の提案」内容紹介

提
案

　

街
路
樹
を
切
り
過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

自
然
に
対
す
る
市
民
の
意
識
と
、
街
路

樹
を
大
切
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
街
路

樹
の
木
を
切
り
過
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

回
答

　

樹
木
の
剪
定
方
法
は
、
樹
種
や
周
辺
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
３
〜
４

年
に
１
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
剪
定
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
芽
の
吹
き
返
し
を

見
越
し
て
強
め
に
剪
定
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
は
隣
接
住
宅
地
の
新
築

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
剪
定
要
望
や
、
不
審
者

が
出
没
し
た
こ
と
で
児
童
の
保
護
者
か
ら

通
学
路
の
見
通
し
確
保
の
依
頼
が
あ
り
、

強
く
剪
定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
景
観
上
の
見
苦
し
さ
や
木
陰
の
減

少
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
も
十
二
分
に
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
少
し
枝
を
残
し
て
樹
幹
を
維
持
す

る
剪
定
方
法
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
状
の

剪
定
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
す
る
と
、
周

辺
構
造
物
や
周
辺
住
宅
へ
の
影
響
（
越
境

や
日
照
、
害
虫
等
）
が
出
て
く
る
な
ど
、

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
必
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
樹
種
や
周
辺
状
況
に
よ

り
剪
定
手
法
を
見
直
し
て
い
く
た
め
に
試

行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
建
設
課
）

提
案

　
学
校
の
先
生
の
事
務
負
担
の
軽
減
を

　

近
年
、
小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
持
っ

て
い
る
教
育
以
外
の
事
務
的
作
業
は
、
大

変
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
担
当

す
る
学
校
職
員
が
、
複
数
名
各
学
校
に
配

置
さ
れ
て
作
業
に
当
た
れ
ば
、
先
生
方
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
授
業
準
備
な
ど
に
か

け
る
時
間
も
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
先
生
方
が
、
教
育
や
研
究
、

生
徒
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
、
大
幅
に

増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

回
答

　
効
率
的
な
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す

　

現
在
、
教
職
員
の
教
育
を
除
く
業
務
の

軽
量
化
を
図
る
べ
く
、
茨
城
県
を
挙
げ
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
Ｐ
Ｃ
の
導
入
や
、
国
・
県
・

市
町
村
か
ら
の
作
品
募
集
や
研
修
会
出
席

要
請
の
自
粛
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
教
員
以

外
の
外
部
指
導
者
の
登
用
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
「
学
習
支

援
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
を
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
に
対
し
決
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う

と
同
時
に
、
先
生
の
業
務
の
軽
減
を
図
り
、

効
率
的
な
学
校
運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
教
職
員
の
業
務
の
軽
量
化
に

つ
い
て
は
、
茨
城
県
と
協
調
し
な
が
ら
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

　
街
路
樹
の
景
観
を
損
ね
な
い
よ
う
な

　
剪せ

ん

定
方
法
を

　 

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
剪
定
を
行
い
ま
す

　次のいずれかの方法で、提
案・意見をお寄せください。
●投書箱
　提案・意見を投書箱に投函

かん

し
てください（様式は自由です）。

▽  設置場所　市役所ロビー、
中央・郷州・高野・北守谷
の各公民館、保健センター、
文化会館
●郵送
　提案・意見を封書等で郵送
してください（様式は自由で
す。広報に差し込まれている
「私の提案用紙」以外の様式も
お受けしています）。
●ホームページ
　市のホームページ内にある
「ご意見・ご提案」ページの各
項目に記入し、提案・意見を
送信してください。
https://www.city.moriya.

　 ibaraki.jp/opinion/
●ふれあいＦＡＸ
　提案・意見をFAXで送信し
てください（様式は自由です）。
45-1110

●市長との対話
　各種団体・サークル・グルー
プなどの単位でお申し込みく
ださい。申込用紙は秘書課窓
口にあります（市ホームペー
ジからダウンロード可）。

皆さんの提案を

お待ちしています

▲街路樹は景観や防犯を考慮して剪定しています

総数 186件
件数の多かった分野
防犯・防災 16件
交通機関 12件
公園施設整備 12件
環境 12件
道路整備 11件
保育 10件

私の提案
（平成21年４～12月）
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提
案

　
守
谷
市
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
市
内
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は

あ
る
よ
う
で
す
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
利
根
川
沿
い
及

び
小
貝
川
沿
い
な
ど
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
市
内
も
自
転
車
で
安
心
し
て
走
れ

る
よ
う
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
設
け
る
な

ど
、
な
る
べ
く
自
転
車
を
使
う
よ
う
な
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
答

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
に
つ
い
て
は
、
常

磐
自
動
車
道
か
ら
江
戸
川
学
園
取
手
高
等

学
校
に
か
け
て
の
稲
戸
井
調
節
池
の
堤
防

上
を
整
備
し
た
い
と
考
え
、
国
土
交
通
省

に
堤
防
上
を
舗
装
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望

を
行
い
、
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
越
流
堤
の
部
分
を
除
く
堤
防
上

を
３
ｍ
幅
で
舗
装
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
、
現
在
舗
装
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
協
議
を
進
め
、
最
終
的

に
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
と
し
て
の
占
用
手
続
き
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
、
平
成
22
年
度
中
に
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
と
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
小
貝
川
堤
防
に
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
企
画
課
）

提
案

　

こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て
き
て
感
じ
た
こ

と
は
、
ポ
イ
捨
て
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に
対
し
て
罰
金

を
取
る
条
例
が
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
捨
て

に
対
す
る
意
識
が
ま
だ
薄
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
罰
金
が
２
０
０
０

円
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
そ
れ
く
ら

い
な
ら
取
ら
れ
て
も
大
し
て
懐
は
痛
ま
な

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
こ
れ
だ
け
取
ら
れ
る
と
痛

い
」
と
思
う
だ
け
の
罰
金
に
設
定
し
な
い

と
、
ポ
イ
捨
て
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
罰
金
額
の
上
限
を
あ
げ

て
欲
し
い
で
す
。

回
答

　
市
民
の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

　

心
無
い
人
に
よ
る
歩
行
喫
煙
や
ポ
イ
捨

て
行
為
に
つ
い
て
は
行
政
と
し
て
も
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
で
は
平
成
20

年
５
月
に
施
行
し
た
「
ポ
イ
捨
て
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
中
で
守
谷
駅
周
辺

を
禁
止
強
化
区
域
に
指
定
し
、「
路
上
で

の
喫
煙
（
指
定
喫
煙
所
を
除
く
）」「
ポ
イ

捨
て
」「
犬
の
フ
ン
の
放
置
」
の
禁
止
と
違

反
者
へ
の
過
料
の
徴
収
を
定
め
ま
し
た
。

　

条
例
の
普
及
を
目
指
す
た
め
、
駅
周
辺

の
禁
止
強
化
区
域
を
中
心
に
ポ
イ
捨
て
禁

止
指
導
員
に
よ
る
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
条
例
違
反
者
に
対
し
て
は
指
導
及

び
過
料
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
と
、
条
例
施
行

前
と
比
べ
吸
い
殻
が
３
〜
４
割
減
少
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一
部
の

方
だ
と
は
思
い
ま
す
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

い
な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
市
と

し
て
も
残
念
で
す
。

　

駅
周
辺
の
環
境
保
全
活
動
と
し
て
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
の
ほ

か
ポ
イ
捨
て
防
止
や
喫
煙
マ
ナ
ー
の
呼
び

掛
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

罰
金
で
「
ポ
イ
捨
て
」
を
取
り
締
ま
る

よ
り
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
を

向
上
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
快
適
な
環
境
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
の
過
料
の
引

き
上
げ
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

清
潔
で
快
適
な
環
境
が
保
持
で
き
る
よ

う
、
市
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
生
活
環
境
課
）

▼守谷にもサイクリングロードが…

　
平
成
22
年
４
月
に
全
長
4.3
㎞
の

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
が
完
成
し
ま
す

　
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
の

　
罰
金
額
を
上
げ
て
ほ
し
い

「
私
の
提
案
」
内
容
紹
介

市
で
は
、
メ
ー
ル
や
封
書
な
ど
に
よ
る
提
案
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
将
来
の
守
谷
に
対
す
る
提
案
・
意
見
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
に
い
た
だ
い
た
提
案
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
つ
く
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
各
種
事
業
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り

●
問
合
先

　
市
役
所
秘
書
課

　
内
線
３
２
３
・
３
２
４
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　今回は基本に戻ってアーティスト・イン・レジ
デンス（AIR）についてお話しします。
　AIR はアーティストが長期間一つの場所に滞
在し、作品制作や調査研究を行うことができる施
設やプログラムのことです。
　アーカスは 1995 年に始まった日本で最も古い
AIR プログラムの１つです。アーカスでは、世
界中のアーティストを公募によって選定していま
す。そして、選ばれた３〜６名のアーティストた
ちは、夏から年末にかけての４〜５か月間、守谷
市に滞在し、もりや学びの里を拠点に制作活動を
行い、その成果を交流型展覧会（オープンスタジ
オ）という形で発表します。
　なぜこういったプログラムが必要なのでしょう
か。それは「若いアーティストは大変」だからで
す。作品が売れ、展覧会に呼ばれるようになるま
で、若いアーティストの卵たちは生活をしながら
作品を制作しなければなりません。バイトに追わ
れて作品制作に没頭することができず、いつのま
にかアーティストになるという夢を諦めてしまう
ということも少なくありません。
　AIR は将来性のあるアーティストの卵たちに、
まとまった時間と制作環境を提供し、今後のス
テップアップのきっかけとしてもらい、彼らの
アーティストへの道をサポートするという役割が
あります。
　また、アーティストが長期にわたって滞在する
という事実は、受け入れる側にとっても大きなメ
リットがあります。アーティストの制作の裏側や
創造性が発揮される瞬間は、普段私たちは見るこ
とができません。
　美術館にあるのはその結果としての「作品」だ
けだからです。ところが、AIRプログラムではアー
ティストと関わりを持つことでそういった場面に
立ち会うことができます。アーティストも積極的
に住民と交流し、時には共同制作というかたちで
作品を発表することもあります。アーティストに
とっても参加する側にとっても、刺激に満ちた時
間をともに過ごせることは、AIR の他にはない
特徴です。

▼�スリニヴァサ =プラサード・バンガロール（2007 年
度アーティスト）が市民と共同制作した巨大な作品

　日本では他にも青森国際芸術センターや秋吉台
国際芸術村、東京ワンダーサイトなどのAIR プ
ログラムがあります。機会があればぜひ訪れてみ
てください。さらに詳しく知りたい方は昨年末に
刊行されたばかりの『世界の、アーティスト・イン・
レジデンスから』（ビー・エヌ・エヌ新社）とい
う本をご覧になってください。世界中のAIR が
紹介されています。アーカスも大きく取りあげら
れていますよ。

▲�台湾からきたウー・シャン =リン（2009 年度アーティ
スト）の作品解説を聞く守谷中学校美術部の生徒たち

•	 アーティスト・イン・レジデンスってなに？

　未就学児（1歳〜）と保護者の方を対象とし
た人気ワークショップを開催します。汚れて
もいい服装で来てくださいね。
　　日時　２月 19 日㈮ 10：30 〜 11：30
　　場所　アーカス・スタジオ
※場所や時間が変更になる可能性があります。
　詳細はホームページでご確認ください

親子で楽しむアート2009
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　皆さんの身近なところにいろいろな種類のボランティア活動があり、さまざまな人が活動に参加し
ていることをご存知ですか。ボランティアには、人々と協力して成し遂げる「楽しさ」、今までには
ない「出会い」や「まなび」があります。
　「自分も一緒にできるかな？」というボランティア活動のヒントを探してみませんか。
　市民活動支援センターに登録している団体で、現在会員を募集している団体を分野別に３回にわ
たって紹介していきます。積極的に一歩を踏み出してみてください。

やってみよう　ボランティア①

№ 団体名（五十音順） 会員募集内容

環
境

１ 大柏里山の会 環境保全に興味のある方、人のふれあいに興味のある方（小
学生以上）

２ 北守谷の風 守谷の環境について関心のある方（男女、年齢は問いません）
３ 清和クラブ 年５～６人募集（松ケ丘・百合ケ丘）
４ 立沢里山の会 自然に関心のある方

５ 利根川左岸河川敷環境保全
実行委員会 希望者・団体を受け入れます

６ 松ケ丘花の輪ボランティア
グループ

近隣にお住まいの方、日々の活動は原則として強制しないが
約束事が守れる方で小学生以上。ただし近親者が面倒を見れ
ばそれ以下でも可（各プランターの里親となる）

７ 守谷駅前クリーンズ どなたでもどうぞ
８ 守谷環境情報ネットワーク 制限はありません
９ 守谷サンサンサークル 希望者はどうぞ
10 もりやをきれいにしよう会 まちをきれいにすることに関心のある一般市民の方
11 守谷里山ネットワーク どなたでもどうぞ

地
域
活
動
・
ま
ち
づ
く
り

12 高野まちづくりの会 原則、高野地区に在住・在勤の方

13 常総映像 ビデオの撮影・編集・制作を趣味にできる成人以上の方で常
総事務組合ビデオ編集講座終了者・会員紹介者など

14 社団法人　常総青年会議所 20 ～ 40 歳の品格ある青年で理事会において承認され、市内
に在住・在勤の方

15 ひだまり公園グリーンレンジャー

近隣にお住まいの方、日々の活動は原則として強制しないが
約束事が守れる方（小学生以上。ただし、近親者が面倒を見
ればそれ以下でも可）

16 守谷市観光協会 一般市民（大学生以上）の方
17 守谷すたいる研究交流会 活動内容に賛同される方

18 守谷の交通ルールを守る会 運転免許をお持ちの方。この会の活動に賛同し、積極的にご
参加いただける市民の方

19 守谷市ネットワーカー連絡協議会
大好きいばらき県民会議の活動趣旨を理解いただける方（市
内在住・在勤・在学の方）

20 守谷の地域防災を考える会 市内在住・在勤・在学の方

21 守谷有機農園クラブ（ＭＯＣＣ）
有機栽培に興味があり、会員との親交を望む方で会則を了解
していただいた方（男女）

　市内施設 15か所に無料配布している「守谷市民活動団体ハンドブック」と「守谷市民活動支援セ
ンターホームページ」に各団体の活動内容・連絡先が載っています。
　また、お気軽に守谷市民活動支援センターにもお問い合わせください。

新しい仲間募集！特集
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子育て支 援 情 報

親子であそぼう親子であそぼう親子であそぼう

～手作りおひなさま～

　子どもの健やかな成長を祝いませんか？
★用意するもの　
　千代紙、牛乳パック、おりがみ、画用紙、のり
★作り方
① 着物　千代紙を半分に切

り、図のように蛇
じゃばら

腹に折っ
てホチキスでとめる。

② 顔　着物の上部に顔を描
き、画用紙で冠や烏

え ぼ し

帽子
を作って貼る。

③ 屏
びょうぶ

風　牛乳パックを図の
ように切り開き、金色の
折り紙を貼る。

④ 屏風の前におひなさまを
貼り付けて完成。

ト イ レ ト レ ー ニ ン グ
Ｑ：いつごろから始めたらいいの？
Ａ ：大脳皮質がある程度発達し、おしっこがた

まったことが伝わり、尿意として感じるように
なる１歳６か月以降あたりが望ましいでしょ
う。うんちは表情や様子が変わり、分かりやす
いので、トレーニングが始めやすいですね。

ワ ンポイントアドバイス トレーニング開始は、汚れたと
きにおむつを取り替えると快いことを覚えることから
始まります。まめに取り替えてね。

Ｑ ：紙おむつより布おむつの方が、自立が早いと
聞いたことがありますが…？

Ａ ：自立のスムーズさは紙おむつか布おむつかで
はないようです。膀

ぼうこう
胱におしっこがたまったこ

とを自覚し、おしっこが出ることを知らせるよ
うになって自立していきます。

ワ ンポイントアドバイス 急ぎすぎはイラつい
たり、トレーニング期間が長くなったりしま
す。その子の発達に即して進めるのがベスト！

Ｑ ：トイレに行くのを嫌がります。トイレとオマ
ルではどちらがいいですか？

Ａ ：トイレでもオマルでもどちらでも良いです。
子どもの好きなキャラクターを貼るなど、行き
たくなるようなトイレの雰囲気を作りましょう。

ワ ンポイントアドバイス トイレに座った時に子どもの
足が床に着くよう台を用意してやると、落ち着くとい
う声も。

Ｑ ：トイレで「出ない」と言ったのに、パンツを
はくと漏らし、困っています。

Ａ ：子どものおしっこやうんちの間隔をさぐり、
トイレに誘って嫌がったら終わりにしましょ
う。失敗してもしかってはダメ！「出たこと」
を喜び、「今度トイレでしてみよう」とさりげ
なく声をかけていくくらいがいいでしょう。

Ｑ ：日中のトレーニングはうまくいっているのに
夜のおむつが取れないのですが…？

Ａ ：昼間と夜では排尿のしくみが違います。お
しっこの量を調節している抗利尿ホルモンが
働き、昼より夜の方が少なくなります。乳幼児
はこのホルモンが少なく膀胱が小さいのでた
めきれずおねしょになってしまいます。未就学
の子のおねしょは心配しなくて大丈夫。抗利尿
ホルモンがたくさん出るように、ぐっすり深い
睡眠をとることが重要です。

ワ ンポイントアドバイス 眠っている時の
おむつ交換は子どもの目が覚めないよ
うに！　夜中の子どもを起こしてのト
イレはしない方が良いでしょう。「あせらず・怒らず・
起こさず」です。

千
代
紙

切る ホチキス

切
り
開
く

カット 金色の折り紙を
　貼ってから
　 ギザギザに
　　カットする

貼
る 顔を描く↓↓

子育てお助け講座　参加者募集

子育てアドバイス

子どものイヤイヤ期が
自分のイヤイヤ期になる前に

　子どもは日々成長していきます。成長してい
くにつれて、新しい発見や喜びも多いことでしょ
う。その反面、１歳から３歳ともなると、自己
主張が出はじめて、気にいらないことがあると
かんしゃくをおこしたり、何でも「いや !!」とい
う時期があったり、お母さんからみると、「困っ
たな」「いやになっちゃう」と感じる場面が多く
なってくると思います。
　この時期のお子さんの心の発達と、子育て中
の自分の気持ちのコントロールを一緒に考えて
みませんか？　お子さんと離れて、たまには自
分のための時間を過ごしましょう！
▶ 日程　３月 18 日㈭「子どものイヤイヤ、かん

しゃくなぜ起こる？　しつけも大事。でも手
に負えないときが ･･･」／３月 26 日㈮「私は
どうなりたい？～私の中の虫退治ワーク～」

▶時間　10：00 ～ 11：30
▶講師　佐

さ と う
藤みよ子

こ
氏（臨床心理士）

▶対象　１歳半～２歳代の子どもをもつお母さん
▶定員　25 名（原則、２日間とも参加できる方）
※ 超過の場合抽選／託児希望の方は申込時に申

し出てください（託児人数制限あり）
▶ 申込方法　２月 26 日㈮までに電話または保健

センター窓口で申し込む
●申込・問合先　保健センター　☎ 48-6000
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３月の子育てカレンダー

 
  予 予約開始日　10:00 ～   　　保  保健センター（☎ 48 ー 6000） 
 　  子育てサークル支援　夢っ子（☎ 48 ― 8804） 　　ね  ねっこ（まつやま保育園　☎ 45 ー 8828）
  ア アビエス（わかばのもり保育園　☎ 48 ー 1735） 　　　  親子活動　9:30 ～　★要予約
 　  親子活動　10:30 ～　★要予約    　　　  室内開放 （月～金曜日）　9:00 ～ 16:00
  夢 地域子育て支援センター・夢っ子（☎ 45 ー 2462）
　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30 ～ 15:30

　リ　リトミック　10:00 ～・11:00 ～　★要予約
　に　にこにこ広場〔子育て相談〕　10:00 ～ 12:00
　ポ　ぽかぽか子育て教室〔子育て相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ

　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館大広間）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔1 歳の誕生日まで〕（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
　講　親子クッキング（保健センター２階調理室）　9:30 ～ 12:30　★要予約

 園庭開放（月～金曜日）
・地域子育て支援センター
　　　　　 　　　 9:30 ～ 16:00
・まつやま保育園 9:00 ～ 16:00
・わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00
・土塔中央保育所　　10:00 ～ 16:00
・北園保育所　　　　10:00 ～ 16:00

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内） 月～金曜日　 8:30 ～ 17:00　☎ 45 -2314

地域子育て
支援センター・夢っ子

月～金曜日　10:00 ～ 16:00　☎ 45-2462
kosodate@city.moriya.ibaraki.jp

北園保育所 ☎ 48-4897　☎ 45-1160
土塔中央保育所 ☎ 48-1876

■虐待相談通報窓口　　市役所児童福祉課　月～金曜日　8：30 ～ 17：15　☎ 45-1111　内線 157

保健センター 月～金曜日　随時　　　　　☎ 48-6000

ねっこ
まつやま保育園

月～金曜日　10:00 ～ 16:00　☎ 45-8828
 nekko-matsuyama@yamayurikai.or.jp

アビエス
わかばのもり保育園

月～金曜日　10:00 ～ 16:00　☎ 48-1735
 info@wakabanomori.or.jp

子育て支 援 情 報

月 火 水 木 金 土 日
１
夢 に・の 12 時～・
　 ほ・中
ね 親子活動０～１歳★

２
夢 の・み・講★

３
夢 の・ほ・お

保 3 ～ 4 か月児健診

４
夢 リ★・ほ・み・お・ま
ア 親子活動２歳～★
保 3 歳 5 か月児健診

５
夢 低の・の 12 時～・

　 ほ・み
保 1 歳 6 か月児健診

６ ７

８
夢 の・ほ・み

９
夢 の・み

保  ポリオ

10 予 子育てサークル支援
夢 の・ほ・お

保  ポリオ

11
夢 ほ・み・お・ま
ア 親子活動
　１歳～１歳 11 か月★

12
夢 の・ほ・み

保 ２歳児歯みがき教室

13 14

15
夢 ポ☆・の 12 時～・
　 ほ・み
ね 親子活動１～３歳★

16
夢 の・低み・み 12 時～

17
夢 の 13 時～・ほ・お

保 3 ～ 4 か月児健診

18
夢 ほ・み・お・ま
ア 誕生会（１～３月生）★
保 3 歳 5 か月児健診

19
夢 の・ほ

保 1 歳 6 か月児健診

20 21

22

春分の日

23

夢 の・み 

保  離乳食教室（後期）

24 
夢 の・ほ・お

保  離乳食教室（初期）

25
夢 低ほ・み 12 時まで・   
　 お12時まで・ま12時まで

26
夢 の・ほ・み

27 28

29
夢 の

30

夢 の
31

■育児相談　※メール相談は随時受付

◆児童センター 　• 北守谷児童センター「キ・ターレ」（☎ 45 ー 2278）　10:00 ～ 20:00
 　• 南守谷児童センター「ミ・ナーデ」（☎ 21 ー 1224）　10:00 ～ 20:00

携帯板「子育てカレンダー」
http://mobile.city.moriya.
ibaraki.jp/kosodate/

予定は変更される場合があります。
詳細は各事業所へお問い合わせください。
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場

　取
手
市
福
祉
会
館
▼
参
加

費

　無
料
※
無
料
託
児
あ
り
。

要
予
約
▼
後
援

　市
教
育
委
員

会
ほ
か

▼
申
込
・
問
合
先
　
言
語
交
流

研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

ラ
ブ
　

０
１
２
０
︱
５
５
７

︱
７
６
１
（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
６
時
）

　
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の
力
強
い
作
品
の
展
示
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
28
日
㈰
～
３
月

７
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
28
日
㈰
は
午
後
１
時
か
ら
、

７
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
▼
会

場
　
北
守
谷
公
民
館
ロ
ビ
ー

▼
問
合
先
　
岸
本
☎
45
︱
８
５

０
３

◎
白
川
静
文
字
学
講
座

　「部
首
」
で
捉と
ら

え
る
漢
字

▼
内
容
　
足
か
ら
で
き
た
部
首

▼
日
時
　
３
月
14
日
㈰
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場
　
取
手
市
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費
　

１
０
０
０
円
▼
持
参
品
　
筆
記

用
具

◎
親
子
で
楽
し
む

　「子
ど
も
漢
字
遊
び
教
室
」

▼
内
容
　
知
っ
て
楽
し
い
お
も

し
ろ
漢
字
～
漢
字
魔
法
の
箱

「
象
形
文
字
・
手
足
の
巻
」
▼

日
時

　３
月
20
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
　
取
手
グ
リ
ー

ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▼
参
加

費
　
一
人
５
０
０
円
▼
持
参
品

筆
記
用
具
、
上
履
き

▼
募
集
人
数

　各
先
着
30
名
▼

講
師
　
伊い

東と
う

信し
の
ぶ夫
氏
（
白
川
静

文
字
学
研
究
家
）
▼
後
援
　
市

教
育
委
員
会
ほ
か

▼
申
込
・
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

０
９
０
︱
３
１
３
７
︱
５
５

１
１
　

０
２
９
７
︱
78
︱

７
３
１
０

▼
日
時
　
２
月
23
日
㈫
・
28
日

㈰
午
前
10
時
30
分
～
正
午
▼
会

市
教
育
委
員
会
▼
申
込
方
法
　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

３
月
６
日
㈯
必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
〒
３
０
２

︱
０
１
０
８
　
守
谷
市
松
並
１

５
５
８
︱
６
　
牧
　
伸
三
☎
48

︱
５
７
１
８

▼
期
日
　
４
月
15
日
㈭
▼
会
場

筑
波
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
▼
参

加
費
　
１
６
０
０
０
円
（
プ

レ
ー
費
・
参
加
費
・
パ
ー
テ
ィ
ー

代
込
み
）
▼
参
加
資
格
　
市
内

在
住
の
方
▼
競
技
方
法
　
小
学

校
区
別
９
地
区
に
よ
る
チ
ー
ム

対
抗
戦
※
１
チ
ー
ム
12
名
で
、

う
ち
女
性
を
２
名
以
上
登
録
▼

主
催
　
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

地
区
対
抗
実
行
委
員
会
▼
申
込

方
法

　は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
を
記
入
し
、

３
月
５
日
㈮
必
着
で
申
し
込
む

※
地
区
別
に
編
成
す
る
た
め
、

住
所
は
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

ま
た
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

各
地
区
で
出
場
者
を
選
考

▼
申
込
・
問
合
先
　
〒
３
０
２

︱
０
１
９
８
　
守
谷
市
大
柏

９
５
０
︱
１
　
市
役
所
生
涯
学

習
課
内
　
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ

部
事
務
局
　
内
線
２
７
８

▼
指
導
　
橋は
し
も
と本
和か
ず
お夫
プ
ロ
（
市

体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
）
▼
参
加

費
　
３
０
０
０
円
（
教
室
初
日

に
会
場
で
徴
収
）
▼
申
込
方
法

３
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所
生

涯
学
習
課
内
　
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
事
務
局
　
内
線
２
７
８

　
受
講
生
と
講
師
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
期
間
　
２
月
28
日
㈰
～
３
月

７
日
㈰
▼
会
場
　
中
央
公
民
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
先
　
市
役
所
生
涯
学
習

課
公
民
館
Ｇ
　
内
線
２
７
６

　
幕
政
か
ら
明
治
維
新
に
移
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
桜
田
門

外
の
変
」
の
解
説
と
新
作
映
画

と
の
関
連
を
直
接
の
担
当
者
か

ら
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
３
月
20
日
㈯
午
前
10

時
～
正
午
▼
会
場
　
中
央
公
民

館
集
会
室
▼
募
集
人
数
　
30
名

※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
参
加
費

無
料
▼
講
師
　
橘き
っ
か
わ川
栄え
い
さ
く作
氏

（
茨
城
県
職
員
）
▼
主
催
　
も

り
や
の
歴
史
を
学
ぶ
会
▼
後
援

　
さ
あ
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
３
月
10
日
㈬
～
12
日

㈮
午
前
10
時
～
正
午
▼
会
場
　

常
総
運
動
公
園
室
内
温
水
プ
ー

ル
▼
講
師
　
仁に
っ
た田

　
栄
さ
か
え

氏
（
市

体
育
指
導
委
員
）、
村む
ら
や
ま山
よ
し

み
氏
（
市
体
育
指
導
委
員
）
▼

募
集
人
数

　市
内
在
住
・
在
勤

の
方
40
名
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
教

室
初
日
に
会
場
で
徴
収
）
▼
持

参
品
　
水
泳
帽
（
講
師
か
ら
見

え
る
よ
う
に
名
前
を
記
載
し
て

あ
る
も
の
）、
水
着
、
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法
　
２
月
25
日
㈭
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
　
内
線

２
７
８

　
春
休
み
に
、
プ
ロ
の
指
導
の

も
と
、
ゴ
ル
フ
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　
３
月
29
日
㈪
～
31
日

㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
会
場
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
守
谷
▼
募

集
人
数

　市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
16
名
※
超
過
の
場
合
抽
選

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

「
団
塊
の
世
代
の
た
め
の
水
彩
画

入
門
教
室
」　
作
品
展
示
発
表
会

講
演
会「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

白
川
静
文
字
学
講
座

 

子
ど
も
漢
字
遊
び
教
室

伝
統
文
化
子
ど
も
書
道
教
室

作
品
展
開
催
　
入
場
無
料

第
６
回
　
守
谷
市
地
区
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
　
参
加
者
募
集

「
桜
田
門
外
の
変
」
講
演
会
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「
思
い
や
る
、
男
女
が
築
く
　

夢
あ
ふ
れ
る
優
し
い
街
」
外と
の

塚づ
か

佑ゆ
う
こ子
（
松
ケ
丘
小
）

◎
佳
作
「
男
子
女
子
　
協
力
し

合
っ
て
　
い
い
守
谷
」
田た
や
ま山

雄ゆ
う
だ
い大
（
大
井
沢
小
）／「
作
ろ
う

よ
　
男
女
協
力
　
明
る
い
社

会
」
沼ぬ
ま
た田
樹
い
つ
き
（
高
野
小
）

【
中
学
生
の
部
】応募

２
５
４
作
品

◎
最
優
秀
賞
「
男
女
（
人
々
）

が
互
い
を
認
め
る
　
明
る
い
社

会
」
佐さ
と
う藤
伶れ
い

香か

（
愛
宕
中
）

◎
優
秀
賞
「
思
い
や
る
　
心
が

大
事
　
男
女
と
も
」
下し
も
む
ら村
将し
ょ
う
た太

（
守
谷
中
）
／
「
男ひ
と

と
女ひ
と

　
尊
重

し
あ
い
　
支
え
合
う
　
豊
か
な

街
」
笹さ
さ
が
わ川
真ま

琴こ
と（
御
所
ケ
丘
中
）

◎
佳
作
「
助
け
合
い
　
男
女
が

協
力
　
明
る
い
社
会
」
斉さ
い
と
う藤
圭け
い

（
愛
宕
中
）
／
「
か
け
が
え
の
な

い
あ
な
た
の
個
性
。
必
ず
輝
く

こ
の
街
で
」
篠し
の
だ田
沙さ
お
り織
（
御
所

ケ
丘
中
）

　
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
家
庭
や
地
域
、
職
場
や
学
校

で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ

い
て
よ
り
身
近
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
佳
作
に
入
賞
さ
れ
た
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】　
　
応
募
10
作
品

◎
最
優
秀
賞
「
男ひ

と女
の
輪
が
広

が
り
　
優
し
い
ぬ
く
も
り
　
街

づ
く
り
」　
小お
じ
ま島
佳け
い
こ子

◎
優
秀
賞
「
見
つ
め
あ
い
　
ふ

れ
あ
っ
て
　
未
来
を
開
く
　

守も
り
や谷
男び

と女
」　
鳴な
る
さ
わ澤

純す
み
よ佳

◎
佳
作
「
い
た
わ
り
と
　
感
謝

で
築
こ
う
　
明
る
い
未
来
」　

木き
む
ら村
昭し
ょ
う
え
い栄

【
小
学
生
の
部
】応募

８
０
４
作
品

◎
最
優
秀
賞
「
思
い
や
り
　
助

け
合
い
　
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
　

男み
ん
な女
の
街
」　
濱は
ま
む
ら
わ
か
な

村
若
那
（
高

野
小
）

◎
優
秀
賞
「
自
分
ら
し
さ
　
一

人
ひ
と
り
が
　
い
き
い
き
と
」

中な
か
や
ま山
称な

都つ

美み

（
高
野
小
）
／

　
年
末
年
始
は
香
港
で
過
ご
し

ま
し
た
。
今
回
は
２
回
目
で
、

前
回
夏
の
終
わ
り
ご
ろ
に
３
連

休
で
滞
在
し
た
と
き
好
印
象
を

持
ち
、「
ま
た
も
っ
と
長
い
期

間
行
き
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。

滞
在
中
に
「
香
港
は
文
化
が
な

い
」
と
香
港
で
生
ま
れ
た
友
達

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
何

の
意
味
か
な
と
考
え
た
の
で
す

が
、
香
港
の
歴
史
を
ち
ょ
っ
と

見
て
み
た
ら
、
そ
の
人
の
感
想

の
意
味
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
自
由
港
で
あ

る
地
の
利
を
活
か
し
、
18
世
紀

に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
交
通

の
要
所
と
し
て
香
港
を
用
い
ま

し
た
。
19
世
紀
の
前
半
に
清
朝

か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
永
久
割
譲
さ

れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
日

本
軍
に
占
領
さ
れ
、
日
本
の
敗

香
港
人
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア

の
移
民
者
は
ほ
と
ん
ど
広
東
語

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
片
言
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
何
で
も
通
じ

る
経
験
を
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

香
港
は
あ
ま
り
土
地
が
な
い
都

市
な
の
で
、
超
高
層
ビ
ル
が
並

び
、夜
景
が
美
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
都
心
か
ら
船
で
離
島
の

数
々
に
行
け
る
の
で
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
ま
す
。

　
私
の
友
達
は
「
文
化
が
な
い

街
」
と
呼
び
ま
し
た
が
、「
こ

こ
で
生
ま
れ
た
文
化
が
な
い

街
」
と
い
う
方
が
正
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
食
事
、
音
楽
、

ア
ー
ト
ま
で
全
部
外
か
ら
来
た

文
化
だ
そ
う
で
す
。
香
港
生
ま

れ
の
人
々
は
自
分
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探
し
て
い
ま
す

が
、
私
は
多
文
化
が
好
き
な
の

で
、悪
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

●
ド
イ
ツ
家
庭
料
理
教
室

▼
日
時
　
３
月
16
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
場
所
　
北
守
谷
公
民
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
20
名
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費
　
８
０
０
円
程
度

▼
申
込
期
限
　
３
月
５
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
役
所
市

民
協
働
推
進
課
　
内
線
１
３
２

戦
で
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
復

帰
し
ま
し
た
。
１
９
９
７
年
に

中
華
人
民
共
和
国
へ
特
別
行
政

区
と
し
て
譲
渡
さ
れ
た
香
港
は

現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
や

流
通
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
領
の
と
き
、
地

続
き
の
中
華
人
民
共
和
国
や
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
人
々
が
香

港
の
風
景
や
文
化
に
影
響
を
与

え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
香
港
の
街
を
歩
く
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
が
交
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン

ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

も
ち
ろ
ん
日
本
料
理
も
、
本
物

の
料
理
を
い
っ
ぱ
い
味
わ
え
る

の
で
滞
在
中
に
食
べ
続
け
ま
し

た
。
し
か
も
、
皆
さ
ん
が
香
港

と
聞
い
て
連
想
す
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
は
確
か
に
最
高
で
す
。
世

界
中
の
製
品
が
こ
こ
で
流
通
さ

れ
て
い
る
の
で
、
何
で
も
見
つ

け
ら
れ
ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
安
い
カ
シ
ミ
ア
セ
ー
タ
ー

は
偽
物
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と

り
あ
え
ず
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
香
港
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
香

港
人
み
ん
な
が
英
語
を
話
す
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
く
違
い
ま
す
。
中
国
系

文化の交錯する街

国際交流員ブリタさんの

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

MORIYA

滞在記
MORIYA

滞在記

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
標
語
」

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
標
語
」
入
賞
作
品
紹
介

入
賞
作
品
紹
介

入
賞
作
品
紹
介
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冬ふ
ゆ

の
海う
み

文ぶ
ん

金き
ん

島し
ま

田だ

の
叔お

母ば

の
逝ゆ

く

	

山や
ま

田だ

美み

枝え

子こ

苅か

ら
れ
垣か
き

山さ

茶ざ
ん

花か

奥お
く

に
ひ
っ
そ
り
と

	

山や
ま

本も
と

　好よ
し

子こ

鋭え
い

角か
く

な
陽ひ

射ざ

し
を
受う

け
て
冬ふ
ゆ

木こ

立だ
ち

	

飯い
い

沼ぬ
ま

　信の
ぶ

子こ

昇し
ょ
う

天て
ん

の
巨き
ょ

星せ
い

逝ゆ

か
し
む
夕ゆ
う

し
ぐ
れ

	

池い
け

田だ

　愛あ
い

子こ

よ
ろ
こ
び
と
憂う
れ

い
こ
も
ご
も
日に
っ

記き

果は

つ

	

井い

田だ

　春は
る

江え

朝あ
さ

散さ
ん

歩ぽ

柚ゆ

子ず

の
向む
こ

う
に
富ふ

士じ

が
見み

え

	

市い
ち

原は
ら

　直な
お

文ふ
み

数か
ぞ

え
日び

や
線せ
ん

で
消け

さ
れ
る
予よ

定て
い

表
ひ
ょ
う

	

内う
ち

田だ

百ゆ

合り

子こ

雪ゆ
き

す
で
に
深ふ
か

し
と
友と
も

の
便た
よ

り
あ
り

	

小お

原は
ら

　末す
え

子こ

年と
し

の
瀬せ

や
一ひ
と

言こ
と

明み
ょ
う

神じ
ん

夕ゆ
う

陽ひ

お
つ

	

貝か
い

塚づ
か

　勝か
つ

江え

山さ

茶ざ
ん

花か

の
散ち

り
敷し

く
紅べ
に

の
狭さ

庭に
わ

か
な

	

栗く
り

原は
ら

謙け
ん

一い
ち

郎ろ
う

気き

後お
く

れ
て
師し

走わ
す

は
吾わ
れ

を
追お

い
立た

て
る

	

小こ

林ば
や
し

　洋よ
う

正せ
い

空そ
ら

に
皺し
わ

よ
せ
て
冥め
い

府ふ

へ
冬ふ
ゆ

の
雁か
り

	

斎さ
い

藤と
う

　和か
ず

子こ

篳ひ
ち
り
き篥
の
久く

遠お
ん

の
音ね
い
ろ色
星ほ
し

冴さ

ゆ
る

	

下し
も

村む
ら

ア
サ
子こ

冬ふ
ゆ

篭ご
も

り
庵い
ほ

は
方ほ
う

丈じ
ょ
う

書し
ょ

は
一い
つ

巻か
ん

	

高た
か

瀬せ

　博ひ
ろ

司し

老お

い
て
な
お
と
き
め
き
の
あ
り
冬ふ
ゆ

桜
ざ
く
ら

	

田た

島じ
ま

喜き

代よ

四し

猫ね
こ

の
仔こ

に
目め

薬ぐ
す
りさ

し
て
る
小こ

春は
る

の
日ひ

	

田た

中な
か

政ま
さ

太た

郎ろ
う

息い
き

づ
か
い
聞き
こ

ゆ
る
如ご
と

し
菊き
く

人に
ん

形
ぎ
ょ
う

	

栩と
ち

山や
ま

　
　登

の
ぼ
る

し
が
ら
み
は
見み

せ
ぬ
捨す
て

田だ

の
枯か
れ

尾お

花ば
な

	

中な
か

村む
ら

　信し
ん

一い
ち

（
新
年
句
会
）

　石川県で養護学校の先生をしている一人の
女性と子どもたちとの交流をつづり、命の尊
さを説く心温まるドキュメンタリーです
◆日　時	 ２月 27日㈯
	 午後０時30分～、午後２時40分～
◆会　場	 中央公民館視聴覚室（45席）
◆参加費	 1,100 円（事前予約）

	 1,500 円（当日）
◆主　催	 音夢の会
◆後　援	 市教育委員会ほか
◆申込・問合先　音夢の会事務局　岡野
	 ☎	 	029-873-7422
	 080-3152-9931
	 Nemuno-kai@live.jp

　本当の友情と愛することのすばらしさを教
え、心温まる、せつなくて優しい物語です
◆日　　時	 ３月 21日（日・祝）
	 １部：午後１時～
	 ２部：午後４時～
◆会　　場	 取手市民会館
◆チケット	 1,000 円（全席自由）
◆主　　催	 守谷子どもミュージカル
◆後　　援	 市教育委員会ほか
◆申 込 先	 上野　☎	 	46-0383
	 取手市民会館プレイガイド
	 ☎ 0297-73-3251

涙と感動のドキュメンタリー映画

　　  の奇跡	～本当のことだから～

守谷子どもミュージカル
第４回公演「夜空の虹」
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＜工芸美術＞�朝
あさくら
倉洋

ようこ
子、小

お の
野薫
かおる
、小
こじま
島紀
のりゆき
行、斉

さいとうよしのり
藤義教、

鈴
すずき
木定
さだきち
吉、塚

つかはら
原三

み ち か つ
千勝、平

ひらかわ
川鐵

てつお
雄、広

ひろせ
瀬

秀
ひでこ
子、古

ふるやみつお
谷光男、吉

よしだかずお
田和夫

＜　書　＞�今
いまざわ
澤香
こうじん
仁、奥

おくしま
島清

せいか
香、貝

かいづか
塚 玉
ぎょく
桂
けい
、笠

かさみ
見

香
こうか
華、川

かわ
﨑
さき
香
こう
桂
けい
、佐

さ さ き
々木朱

しゅほう
峰、佐

さとう
藤桂
けいか
華、

鈴
すずき
木桂
けいしゅん
春、高

たかはし
橋香
こうせき
石、福

ふくなが
永滋
じせん
扇、森

もり
高
こううん
雲

＜写　真＞�高
たかやまてるお
山輝夫、田

たなべ
邊勝
しょうじ
二

▶問合先　市役所生涯学習課 公民館Ｇ 内線 276

▶期間　３月７日㈰～ 14 日㈰
　　　　午前９時 30 分～午後４時 30 分
　　　　※14 日は午後 3時まで
▶会場　中央公民館　☎ 48-6731
▶主催　市美術作家展実行委員会
　　　　市教育委員会
▶出品予定者　（50 音順：敬称略）
＜日本画＞�池

い け だ
田愛

あい こ
子、遠

えんどう
藤俊
とし
久
ひさ
、斎
さいとう
藤彰

あき お
男、斉

さいとう
藤

竜
りょうた
太、柴

しば た
田恭

やす こ
子、武

たけだひろこ
田弘子、田

たむら
村睦
むつこ
子、

東
とうもり
森美

み
咲
さ こ
子、土

ど い
居順
じゅんこ
子、吉

よしだ
田淨
きよ
美
み

＜洋　画＞�青
あ お き
木伸

しんいち
一、内

うちまる
丸紘

ひろ こ
子、唐

からかま
鎌房
ふさ
江
え
、木

きのした
下

博
ひろやす
寧、輿

こしみず
水三
さぶろう
郎、鈴

すずき
木眞

ま
木
き こ
子、田

たざわ
澤政
まさこ
子、

寺
てらだ
田典

のり
王
お
、深

ふかお
尾良

りょうこ
子、増

ますい
井久

ひさえ
恵、升

ますもと
本

弘
ひろこ
子、松

まつもと
本由

ゆ き こ
紀子、八

や ぎ さ わ
木澤歳

としこ
子、吉

よしだ
田

恵
え み こ
美子、渡

わたなべ
邉 丞

すすむ

＜木版画＞斎
さいとう
藤澄

すみ こ
子、清

しみず
水多

た み こ
美子

アートなもりやを実感しよう！

～守谷で活動され、多くの展覧会や美術展で入賞・入選されている美術作家の皆さん
　の作品を、この機会にぜひご鑑賞ください（入場無料）～

公民館使用料免除制度
　公民館を利用される社会教育関係団体（青少
年育成・成人・女性・高齢者団体）、社会福祉
関係団体及びこれらに類する団体に対し、使
用料免除制度があります。
　この制度を活用し、使用料の免除を希望さ
れる場合は、使用申請と同時に免除申請が必
要となります。
　なお、該当団体であっても、使用目的によっ
ては免除できない場合もありますので、必ず
事前に各公民館にご相談ください。

▶問合先　中央公民館　☎ 48-6731
　　　　　高野公民館　☎ 45-5411

 「市内公民館は毎月がコンサート」事業は
平成 22 年３月 31 日で終了します

　これまで３年間、音楽サークル・団体の活性
化事業として、市内各公民館、もりや学びの里、
東板戸井集会所に登録している「定期使用サー
クル」が入場料無料でコンサートを開催する
場合、年１回に限り施設使用料を免除してい
ましたが、３月 31 日をもって終了しますので
お知らせします。

　　郷州公民館　　☎ 48-6711
　　北守谷公民館　☎ 47-0111

市内公民館からのお知らせ市内公民館からのお知らせ
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福島県最大のまち「いわき市」ふるさと自慢 福島県最大のまち「いわき市」

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
・
常
磐
自
動
車
道
を
北
上

し
た
福
島
県
の
最
初
の
ま
ち
、

『
い
わ
き
市
』
で
あ
る
。

　
い
わ
き
市
は
、
１
９
６
６
年

（
昭
和
41
年
）
に
新
産
業
都
市

建
設
促
進
法
に
沿
っ
て
、
14
市

町
村
（
５
市
４
町
５
村
）
が
合

併
し
て
出
来
た
市
で
あ
る
。
市

と
し
て
の
広
さ
は
、
２
０
０
３

年
３
月
に
静
岡
市
と
清
水
市
が

合
併
す
る
ま
で
、
日
本
一
で

あ
っ
た
。
現
在
も
福
島
県
で
は

面
積
、
人
口
と
も
最
大
を
誇
っ

て
い
る
。福
島
県
は
会
津
地
方
、

中
通
り
地
方
、
浜
通
り
地
方
に

分
類
さ
れ
る
が
、
豪
雪
地
域
で

あ
る
会
津
地
方
と
は
対
照
的

に
、
い
わ
き
市
が
属
す
る
浜
通

り
地
方
は
雪
も
あ
ま
り
降
ら
な

く
比
較
的
温
暖
な
気
候
で
あ
る
。

　
い
わ
き
市
に
は
浜
通
り
の
名

の
ご
と
く
、
全
長
60
㎞
に
及
ぶ

長
い
海
岸
線
が
あ
り
「
い
わ
き

七
浜
」
と
呼
ば
れ
る
七
つ
の
海

岸
線
が
美
し
い
。
七
浜
で
見
る

初
日
の
出
は
絶
景
で
、
関
東
近

辺
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
が
元
旦

に
は
毎
年
多
数
見
ら
れ
る
。
一

角
に
あ
る
塩
屋
崎
灯
台
は
、
美

空
ひ
ば
り
の
唄
「
み
だ
れ
髪
」

で
有
名
に
な
り
フ
ァ
ン
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　
最
近
は
映
画
「
フ
ラ
ガ
ー

ル
」
の
舞
台
に
な
っ
た
と
こ
ろ

と
言
っ
た
方
が
い
わ
き
市
の
認

知
度
が
高
い
。
日
本
経
済
を
支

え
て
き
た
常
磐
炭
田
は
、
石
炭

産
業
が
衰
退
す
る
中
、
炭
鉱
で

湧
ゆ
う
し
ゅ
つ出
し
て
い
た
温
泉
を
利
用
し

て
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ

ー
（
現
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
）」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
を
生
ん
だ
。

　
い
わ
き
市
近
郊
は
、
清
流
・

渓
谷
と
紅
葉
が
美
し
い
〝
背せ

と戸

峨が
ろ
う廊
〟、
数
と
種
類
で
は
東
洋

一
と
言
わ
れ
る
鍾
し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

乳
洞
が
あ
る

〝
あ
ぶ
く
ま
洞
〟
や
、サ
ッ
カ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
〝
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
〟
な
ど
、

四
季
折
々
に
楽
し
め
る
も
の
が

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。

青
あおき

木公
きみさと

達さん
（みずき野）

リレーインタビュー リレーインタビュー リレーインタビュー

青年海外協力隊としてイエメンへ！

　市内在住の岩
いわさき

崎展
のぶたか

孝さんが、
平成 23 年１月まで青年海外協力
隊（JICAボランティア派遣事業）
としてイエメンへ派遣されるこ
とが決まりました。
　派遣国では、職業技術訓練校
において生徒に最新の電子技術
を指導し、人材育成を図る活動
を行う予定です。現地での活躍
を期待しています！

全国大会出場者紹介

いわき市

茨城県

栃木県

福島県

第89回全国高等学校ラグビーフットボール大会

第46回全国大学
ラグビーフット
ボール選手権

倉
くらつ

津正
まさのり

典さん
（みずき野）

宮
みやもと

本貴
たかひと

仁さん
（大柏）

小
こはま

浜和
かず き

己さん
（みずき野）

田
たなか

中悠
ゆう た

太さん
（薬師台）

スポーツ・文化活動を奨励します
　市では、県の代表として全国大会以上の競技会や全国規模
以上のコンクールなどに参加する方に、奨励金を交付してい
ます。該当する大会などは、「守谷市スポーツ・文化振興奨
励金交付要綱」で定められています。詳細は、市役所生涯学
習課スポーツＧ（内線 278）までお問い合わせください。

としょかんへいこう！
2 月の児童テーマ棚「きん・ぎん」

　◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約申込や貸出 ･予約状況の照会もできます）
　　パソコン　http：//www.lib.moriya.ibaraki.jp/　携帯電話　http：//mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

『教養としての歴史講座』－奈良時代－

返却期限をお守りください

おはなし会においでよ！

　今年は平城遷都から 1,300 年を迎えます。平城京はわが国最古の本格的な都であり、大陸との活発
な交流によって繁栄しました。そこで、その時代の社会や政治、文化などを楽しく学んでみませんか。
みなさんのご参加をお待ちしています。

▼日　　時　①２月 27 日㈯　②３月７日㈰
　　　　　　午後１時 30 分～３時 30 分

▼会　　場　中央図書館　３階視聴覚室

▼内　　容　①「奈良時代の社会と政治」
　　　　　　②「奈良時代の文化」

▼定　　員　各回先着 60 名

▼申込方法　	直接または電話で中央図書館に申し込む

▶講　　師　石
いしはま

濱　恭
きょうこ

子　氏
　早稲田大学第一文学部史学科卒業。元県立高校
教諭。平成 20 年度中央図書館主催『教養として
の歴史講座』－平安時代－の講師を担当。

　図書館資料の貸出期間は２週間となっていますが、返却期限をお守りいただけない方が見受けられ
ます。返却期限日から約１か月を経過した資料をお持ちの方は、新たに資料をお借りいただくことが
できなくなります。
　★返却期限切れになる前に……ご利用ください！電話による“貸出延長サービス”★
　返却期限が過ぎていない資料に限り、貸出期間を延長できます。ご希望の方は電話で中央図書館へ
ご連絡ください。
　※手続きの際には、図書館利用カード番号、氏名、延長したい資料の番号や資料名をお知らせください
　※公民館図書室での取り扱いはできません
　【延長できる回数】同一資料について１回限り
　【延　長　期　間】連絡の日から２週間
　【延長できない場合】	 • 既に１回貸出延長をしている　• 次に予約でお待ちの方がいる　
	 • 返却期限が過ぎている　　　　• 他市町村の図書館からの借用資料

▶日時	 2/12 ㈮・13 ㈯・17 ㈬	・19 ㈮・27 ㈯	、３/２㈫・12 ㈮・13 ㈯・17 ㈬・19 ㈮
	 午前11時～　※日時は変更になる場合があります※２/19㈮と３/19㈮は、〈赤ちゃん向け〉です
▶場所	 	中央図書館　１階おはなしのへや（おひざでだっこおはなし会〈赤ちゃん向け〉のみ３階視

聴覚室）
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新しく入った本
※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます

書名 著者名 出版社 所蔵館 請求記号 ジャンル
黒魔女さんの小説教室 石崎洋司 講談社 図 Y	901.3	ｸ 青少年－小説作法
野菜大好き！ノート 宇都宮庸子 ＰＨＰ研究所 中 626	ｳ 野菜作り

びっくり！おもしろ空気遊び 立花愛子 チャイルド本社 北 376.1	ﾀ 育児教育
所蔵館の説明　　図：中央図書館　　中：中央公民館　　北：北守谷公民館

休 館 日	 ２/15 ㈪ ･22 ㈪ ･26 ㈮、３/１㈪ ･８㈪ ･15 ㈪ ･23 ㈫ ･29 ㈪・31 ㈬

開館時間	 中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※木曜日は午後１時～６時
	 各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

２・3 月
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いやりと活力を !
男女共同参画宣言都市記念式典（1/23）

●まちの話題を写真記事でお届けします

れて大人の仲間入り
成人式典（1/10）

　お正月の風物詩のたこ揚げ大会が大利根運動公
園サッカー場で行われました。友だちや親子でア
イデアを出して一生懸命に作ったたこは、風に乗
って大空を舞いました。最後には、表彰式が行わ
れ、参加者には豚汁、おにぎりがふるまわれまし
た。

正月の風物詩
親子たこ揚げ大会（1/24）

心・安全なまちを目指して…
年末犯罪防止キャンペーン（12/22）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

　年末恒例の犯罪防止キャンペーンがロックシテ
ィ守谷 SCで行われました。この日は市内小・中
学校関係者や防犯団体が参加し、青色防犯車によ
る一斉パトロールのほか、犯罪防止や防犯に関す
るリーフレット・自転車盗難防止ワイヤーロック
を配布し、買い物帰りの方々に“防犯意識を高
めましょう”と訴えました。

男女共同参画宣言都市記念式典が中央公民館
で開催されました。
式典では、宣言文の宣誓、標語入賞者表彰式が

行われ、記念講演では“妻が僕を変えた日”と
いう家族や夫婦、子育てなどの内容の講演に聴衆
は耳を傾けました。また、ぱーとなーしっぷフォ
ーラムも同時開催され、子どもたちのワークショ
ップも大盛況でした。

晴

お

安

思

平成22年の成人式典が中央公民館で開催され、
454名の参加者が晴れて大人の仲間入りをしました。
成人式運営委員（成人者 28 名）の運営により、

二十歳の主張の発表や、自分たちで企画したミス・
ミスターコンテストなどで会場は盛り上がりまし
た。また、旧友との再会を喜びあい、懐かしみま
した。
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Moriya Photo News

春を寿
ことほ

ぐ
賀詞交歓会（1/7）

ばやい動きでボールを奪取 !
市民バスケットボール大会 (1/24)

べられなかった野菜がおいしく食べられた
ベジタブルレンジャー収穫祭（1/16）

常総運動公園総合体育館で市民バスケットボ
ール大会が開催されました。選手たちはすばやい
動きでボールをドリブルし、パス、シュートとス
ピード感のある動きに会場からは声援が飛び交い
ました。

守谷市賀詞交歓会が
ウエディングヒルズア
ジュールで開催され、
市内各界の代表者や市
民の方約 180 名が新春
のあいさつを交わしま
した。昨年は百年に一
度といわれた経済危機
や政権交代など、大き
な変革の年でしたが、
参加者は、気持ちを新
たに新年の展望や景気
の回復などを祈念しま
した。

　昨年 9月から行われていたベジタブルレンジャ
ー（種まきから野菜を育て収穫する活動）が、無
事に収穫祭を迎えました。収穫祭では、大きく育
った野菜を子どもたちが歓声を上げながら収穫
しました。収穫したての野菜を使った調理になる
と、子どもたちは保護者と一緒に楽しく真剣に料
理を行いました。自分で育てた野菜の味は格別だ
ったことでしょう。

食

新

す



守 谷 市 役 所
〒 302-0198　守谷市大柏 950-1

 ☎0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

 発行者　守谷市長　 会 田　真 一

 編　集　守谷市役所総務部秘書課

28

 Vol.42

担当　保健センター・学校給食センター・児童福祉課

考えてみよう！「食」のこと

ひな祭り親子クッキング参加者募集ひな祭り親子クッキング参加者募集

2月の納期
• 固定資産税・都市計画税 … 4 期
• 国民健康保険税 ………… 8期
• 介護保険料 ……………… 6期
• 後期高齢者医療保険料 … 8 期

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 22年 1月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  59,290 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやクリーンカレンダー
•子育てカレンダー
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内

２
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年
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日
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行　
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号
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世　帯
人　口
　男
　女

22,395 戸
61,098 人
30,962 人
30,136 人

3月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
  2 / 8 ～  2 /12
  ※ 11 日は除く  2 /24
  2 /22 ～  2 /26  3 /10
  3 / 8 ～  3 /12  3 /24
携帯版「もりやクリーンカレンダー」
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/clean/

（＋  39戸）
（＋106人）
（＋  38人）
（＋  68人）

 日 区　　　分
 1 2 3 大井沢地区
 8 9 10 大野地区
 15 16 17 高野、乙子、南守谷地区
 23 24 － 原、原本町、北園
 25 26 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 29 30 － 辰新田、同地、赤法花

来月はひな祭りですね。女の子の節句として祝われている「ひ
な祭り」の始まりは中国で、３月の最初の巳（み）の日に身を清
め厄よけをする風習がありました。「形代（かたしろ）」として身
代わりの小さな人形を作り、それが災害を引き受けてくれると考
えられていたのです。その人形に、感謝と供養の気持ちを込めて
ごちそうをするようになったのが、祭りの始まりとされています。

参考：保育園の食事＆健康だより（芽ばえ社）

◆日　時　３月２日㈫　受付 9：15～解散 13：00　※集合時間厳守
◆場　所　保健センター　２階栄養指導室
◆対　象　市内在住の未就園児（２歳６か月以上）とその保護者
◆定　員　15組（１家族２名まで）※超過の場合、抽選
◆費　用　１組 500円
◆持ち物　エプロン・三角きん（親子分）、手ぬぐいタオル、
　　　　　ふきん２枚、水筒、米
◆応募方法　２月24日㈬10：00～16：00に電話で申し込む
●応募・問合先　地域子育て支援センター・夢っ子　☎ 45-2462

ひな祭りメニュー

雛ずし

しいたけと
海老の

しんじょう揚げ

あさり汁


